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地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  田中 龍一      副 町 長  中井 勝次 

教 育 長  石塚 謙二      総 務 部 長  内田  敬 

生活福祉部長  木田 正裕      建設環境部長  石田  望 

上下水道部長  高  秀雄      教 育 次 長  今中 泰行 

消 防 長  高田 龍二      会 計 管 理 者  川上 和博 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  乾  利昭      書 記  杉田 庄司 

書 記  増田  稔 
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議 事 日 程 

平成２６年６月１０日（火）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開議 午前９時３０分 

 

○議長（竹谷 勝君） 

  皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  質問者は質問者席に登壇して、質問を行

ってください。 

  無所属の会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  福岡邦彬議員を指名いたします。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  無所属の会、福岡邦彬が一般質問を行い

ます。 

  よく私の発言を理解していただき、また

通告書にはきちんと細やかに書いておりま

すので、誠意ある答弁をお願いいたします。 

  初めに、１、２、３と３項目について通

告しておりますが、時間の配分上、第２点、

人口減対策と高齢者対策についてを質問さ

せていただきます。 

  本町は、高齢化に迎え、１人の女性が将

来に産む子どもの出生率等、あるいは日本

創生会議の調査による２０歳から３９歳ま

での、２０４０年度までに人口が半減する

というような予測、つまり５３２町村が消

滅するというようなショッキングな報告も

されております。この問題の詳細にわたっ

ては、次から登壇される議員の皆さんにお

任せいたしますが、一つだけお答えいただ

きたいと思います。 

  本当に私がショックを受けたのは、この

日本創生会議の調査でございます。人口の、

豊能町の人口は２万1,９８９人から１万1,

２０５人に減少が、具体的な数字として予

想されております。世帯数は、この報告の

中には含まれておりませんが、基本的に半

減するのではないかと、私は考えておりま

す。さらに今、豊能町では、空き家対策の

問題について、各議員が、どうすべえとい

う形で検討されておりますが、現実的な問

題として、世帯数が半減したときの豊能町

を考えたときに、どうしても抜本的な施策、

抜本的な対策が必要と思われますが、短期、

中期、長期の視野に立った考え方があれば

お聞かせ願いたいと思います。 

  昨今、短期的な視野かどうか知りません

が、血縁関係の家族が住む場合には３０万

円を限度とした補助金を出す。しかも３０

０万円１０世帯、あるいは１０家族。終わ

れば補正予算もなく、そのような施策がこ

とし８月１日から実施されようとしており

ます。これが豊能町における人口増対策か

と思うと、はっきり申し上げまして、何と

情けないという感じ、思いを強くするわけ

でございますので、ぜひとも、先ほど申し

ましたような人口減対策、短期、中期、長

期にわたってのお考えがあればお願い申し

上げます。１点目です。町長にお願いしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆様、おはようございます。 

  それでは、福岡議員の今のことにつきま

して答弁させていただきます。 

  短期、中期、長期ということでございま

すけれども、まず短期、これにいたしまし

ては、一つは、もう既に実施しております

豊能住マイル助成ですね、そちらを、もう

既に８月からするということでやっており
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ます。それともう一つは、これもきのうの

予算の中でもお示しさせていただいたんで

すけれども、結婚から育児までの切れ目の

ない支援を行う仕組みづくり、こういった

ものを考える必要があるということで、国

の地域少子化対策強化交付金を活用した事

業も展開していきたいと思っております。

こういった現に行っておる子育て支援、定

住化支援などの事業を積極的に、短期的に

は展開していきたいというふうに思ってお

ります。 

  中長期的には、公共交通の再編や駅周辺

も含む町内インフラの再整備、こちらもき

のうお示しさせていただいたとおりでござ

います。また、さらなるきめ細やかな母

子・子育て支援、教育など、子育て、教育、

住環境交通、就労といった、若者にとって

魅力のあるまち、豊能を構築することが必

要と考えておりまして、こういった施策を

進めてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  情けないですね。本当情けない。具体的

な形で示していただきたいと思いますよ。

中長期的に、交通の再構築、人が減るのに

交通を整備してどうしまんの。もっときめ

細やかな具体的な策を示して、初めて人口

増あるいは人口を減らさないように努力す

るという形じゃないでしょうか。本当に、

私の言ってることわかってますか。人口が

半分になる、４０年に半分になる。これが

具体的な数字かどうか、まだ将来のことは

わかりませんが、少なくとも日本が向かっ

ている方向性は、僕は間違ってないと思っ

てます、この問題については。だからこそ、

今、手を打たなければいけないという形を

言っておるんです。それだけですか。補充

はありませんか。町長。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  具体的にというお話ですので、まずは、

一つは、豊能町、これ短期的に、もう既に

実施しているということでは、豊能町一緒

に住マイル助成金交付事業、こちらをやっ

ております。 

  それと、教育支援課、教育では、少子化

対策に係る具体的な策といたしまして、大

阪府次世代育成支援行動計画後期計画、こ

れの未来プランと、豊能町次世代育成支援

計画行動計画後期計画、こういった理念も

踏まえて、豊能町において乳幼児期の教育

や保育、地域の子育て支援の量の拡充や資

質の向上を目的とした、子ども・子育て支

援事業計画を、平成２７年度施行に向けて

策定します。 

  また、育児の日推進プロジェクトという

ことで、これはもう今年度４月から既に実

施しておりますけれども、地域力を有効に

活用し、子育てをしやすい地域環境づくり

に向け、毎月１９日を育児の日と制定し、

乳幼児期における親子の愛着関係や父親の

育児参加、家族の役割などについて考える

機会を設ける。また、多世代を対象とした

各課連携の啓発事業も行ってまいります。 

  また、家庭訪問型早期子育て事業という

ことで、こちらにつきましても、全ての家

庭が安心して子どもを産み育てることがで

きるよう、母子保健事業のこんにちは赤ち

ゃん事業と支援センター事業の子育て応援

隊の家庭訪問事業を一体化させて、妊娠か

ら生後４カ月までの間に、産後ケアを含め

た専門職の家庭訪問を行い、ニーズに応じ

た情報提供を行ってまいります。 
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  また、豊能すくすくプランの充実事業と

いうことで。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  具体的というお話でしたけれども。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  そうしましたら、項目だけ申します。 

  あとは子育て支援センター、ファミリー

サポートセンターの事業の充実、こういっ

たことは具体的に、短期的に、今、実施し

ているところでございます。 

  次に、もう一つ、長期的な話につきまし

ては、これも御存じのとおり、豊能町地域

公共交通基本構想というものを、この４月

にまとめて出しておりますし、また、先日

お示ししましたとおり、ときわ台の周辺の

開発についても今後進めてまいりたいとい

うことで、きのう説明させていただいて、

今、臨時予算に上げさせていただいている

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  人口減対策が、昨日、第２５号議案で、

議員が採決もせんのに、１７日に延ばした

いうことを理解してないですね、あなた。

情けないと私は思います。なぜそういうこ

とになったか。地方公共交通会議の話もさ

れました。それで人がふえますか。自前で

やるならば、当然それに見返るやつがある

でしょう。一般企業を巻き込んだ中で、ど

うしてそのような方ができるんですか。こ

れはまた後日、きちんとやりたいと思いま

す。 

  次に、私は、人口減対策になるかならな

いかは別としまして、年寄りが施策等々の、

国からあるいは府からの施策じゃなし、本

当に語り、楽しんでいけるような施策が、

僕は必要だと思っております。そのために

私は、豊能町の遊休地を、あるいは遊休施

設を活用すべきではないかと考えておりま

す。例えば吉川地区に公園をつくってはい

かがでしょうか。場所は、はっきり申しま

して、町営住宅跡地１件しか残っておりま

せんが、町営住宅跡地があります。今はき

ちんと区画整理されておりますが、草はぼ

うぼうです。そこに公園というような名前

でつくってはいかがでしょうか。そうする

と、妙見山に登る人たちも利用されるでし

ょう。そして、町長が大好きなとよのんあ

たりを配置してはどうですか。とよのんを

配置してはどうですか。また、吉川庁舎の

支所の後ろに吉川幼稚園があります。町長

のこれについては、潰して有料駐車場にす

るとの案ですが、私は有料駐車場で本当に

できるかどうかについては、豊能町が駐車

禁止区域になればできるかもしれないけれ

どということを何度も言っております。そ

うしたら、これを利用して、年寄りが、今、

豊寿荘に集っております。いろいろな目的

で通われる方がおられます。大きな風呂に

入られる方もいらっしゃるでしょう。しか

し、今一番はやっているのが何か御存じか

知りませんが、マージャンです。しかも女

性が非常に多いマージャン。飲まない、吸

わない、かけない、まさにマージャンの魅

力を全くゼロにした、従来のマージャンの

常識を外したような形の、飲まない、吸わ

ない、かけないという状況で多くの人が集

まっています。もうオーバーフローしてま

す。それを吉川幼稚園跡に使わす、お金も

かからない、管理も全て老人会でやっても

らえば結構です。そういう形は、僕はでき

ないか、そういう地道な能力を持って、努

力を持って、豊能町の活性化にあるいはつ

なげていけるのではないでしょうか。老人
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の語る場所、これが大きな豊能町の魅力で

はないかと考えております。 

  また、子どもの、あるいは中年層いろい

ろあります。先ほど町長は具体的とおっし

ゃいましたが、どっかに書いてある文章を

読み上げただけでしょう。具体的とは、は

っきり申しまして、豊能町住マイル、先ほ

ど一番初めに言いましたように、１０世帯

で終わりですわ、はっきり言って。もうお

金出さない。それなら、固定資産税を５年

あるいは１０年を免除する。そして子ども

さんたちには義務教育の間は無料にする。

そういう形で僕は報いるべきじゃないでし

ょうか。これがまさに具体的な施策じゃな

いんでしょうか。これについてどう思われ

るかお答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  最後の質問について、まずお答えいたし

ますけれども、固定資産税の免除、義務教

育の間の医療費、こちらにつきましてはも

う、この助成という中で固定資産税相当あ

ると、私は思っております。また、義務教

育の間のこの医療費については、今現在、

一定進めているところでございます。 

  あとは吉川幼稚園、こちらの活用という

話ですけれども、これも以前、議会の中で

いろいろ御議論いただいた中で、こちらに

ついては耐震化ができていないということ

もございまして、ここを使うということに

ついては非常に危険ではないかということ

で、お話いただいたということも、経緯も

ございまして、今回のこういった形で、一

旦は駐車場として、その後また、当然この

豊能町の真ん中の大きな敷地でございます

ので、中長期的にはプランをつくって、こ

ちらに考えてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  一言だけ申し添えます。耐震化、恒久的

な形で反対されたんじゃないですか。御存

じないですね。豊悠プラザが閉鎖に当たっ

て、あそこに機能を持っていくという形で、

恒久的な設備として反対されたんじゃない

ですか。私はマージャンすることを言って

いるだけです。しかも遊休の間だけを使っ

たらどうですかと言うてるわけです。何も

恒久的なことは言ってません。そういうこ

とを言ってるだけです。これどっちが具体

的でしょうか。皆さんに反対されたからと

か、そんなん言ってませんよ。 

  次に、豊能町での開発行為についてお聞

きしてます。町長は、町内の開発行為に対

して規制条例を制定すると、住民説明会で

明言されましたが、大阪府より実行力のあ

る規制条例制定ができると思われて発言さ

れましたか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この条例につきましては、当然、大阪府

は大阪府、豊能町は豊能町の、それぞれ役

割分担のもとに実施していきたいというふ

うに考えておりまして、豊能町ができるこ

とは豊能町がやってまいる、大阪府ができ

ることは大阪府がやっていただくというこ

とで、そのあたりはやはり役割分担をしな

がら進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  当然だと思いますが、私、言うてるのは、

今、町長がまことに言われました、役割分

担できることはって。できること、役割分

担ありますか。具体的に言ってくださいよ。

条例つくって、豊能町が具体的に役割分担、

そして規制できることがあるかというふう

に聞いてるんです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず大きくは、他都市でもありますよう

に、例えば規模を限って、この規模以上で

あれば大阪府、この規模以下であれば豊能

町、そういったことは一つ考えられます。 

  また、これ立地的に非常に豊能町は、当

然、豊能町内で行われる開発に関しては目

が行き届きますので、そういった形での監

視、そういったことについては当然ながら、

大阪府と連携しながらやっていけるものだ

というふうに考えております。 

  役割分担、そういったことについて、今、

役割分担をしながら、より実効性もあると

いうことを検討してまいりたいということ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  今まさに町長がおっしゃったでしょう。

この分担、町の分担、権限ありますかと聞

いてるんです。町にどれだけの権限が与え

られてるんですかって聞いてるんです。今、

広さの話をされました。１万平米を超える、

超えないという大規模開発から小規模開発

あるでしょう。だから今、私は、この２月

２５日の崩落事故を踏まえて、あなたが明

言されたから、どういう分担ですかと、ど

ういう役割ですかと聞いてる。条例つくる

ということをおっしゃったから、どう、実

効的な形の条例がつくれるんですかと具体

的に聞いておりますので、お答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど申しました規模の話、それと、私

どもが思っておりますのは、大阪府におか

れては、当然ながらこれ、外部から土砂と

いうのは搬入してくるということもありま

すので、そういった府域外もしくは府内か

ら流入してくる発生自治体との調整、そう

いったことはしていただきたいというふう

に思っておりますし、また、私どもといた

しましては、より実効性のあるということ

で、今この段階でちょっとあれですけれど

も、より実効性があるという形で、例えば、

一つは、まず今回、危険性があるというこ

とでしたので、その危険がないような形で

進めてまいりたいということで、そういっ

たことも進めてまいりたい。また、当然な

がら罰則規定、そういったものも設けてま

いりたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  危険なやつは当然でしょう。聞きなさい

よ。罰則規定、権限以上にできますか。そ

こを私は追及したいと思います。大阪府に

は大きな権限があります。国にも大きな権

限があるでしょう。しかし豊能町にどんな

権限あるんですか。だからそこの権限内で

罰則規定を設けて、どんな罰則規定なんで
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すか、権限がないのに。そこをお願いしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  権限がないので、新たに条例を設けて権

限をつくろうということで、今回、条例を

設けたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  権限がないのにそれをつくるんですか。

どうやってつくるんですか。手品ですか。

お答えくださいな。本当にあなたは何を言

ってるかわかってますか。権限ないんでし

ょう。どうやって罰則つくれまんねんな。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今回その残土、これ積み上げることにつ

いての法律、そういったものはないという

こともありまして、国のほうでもないと、

そういう話もございます。それでほかの他

都市、市町村等でもそういったことが規制

できるように条例をつくって対応している

ところでございまして、私どもの市町村に

ありましても、ほかの都市と同じような形

で条例、そういったものをつくって権限を

持ちたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  もう少し考えなさい。権限というのは、

与えられた条例等々についてしか動けない

んですよ、行政体というのは。どこにその、

今の条例の中にあるんですか、権限が。な

いからつくる、そんなむちゃ言うたらいか

ん。町・村と市は違うんです。これだけは

っきり認識してくださいよ。お答えくださ

い。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こういった条例につきましては、例えば

同じ町である岬町なんかも先行して条例は

つくっておりますので、そういったことも

見ながら、本町でもつくってまいりたいと

いうふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  与えられた権限以上に罰則ができるとい

うことですね。そう理解していいですね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これからつくる条例の範囲内で、当然な

がらそれは権限を行使していくという形に

なります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  だから、もう一回聞きます。与えられた

権限以上の罰則というのは、僕はないと思

ってるんですけど、その中ですね。与えら

れた権限の中ですね。届け出という形の中
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で罰則をつくるんですね。これで確認して

よろしいですか。もう一度お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今回その土砂を積み上げるといったこと

に対しては、そういった法律等ございませ

んでした。それで私どもでは新たにそうい

ったことの条例をつくってまいりたいとい

うふうに考えておりまして、その条例の中

で権限、どういうふうな規則、罰則という

ことを決めてまいって、その中で実行して

まいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  罰則規定をつくるということは間違いな

いということで理解してよろしいですね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  はい。罰則規定はつくる予定でおります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  次に、次にというよりも関連ですが、平

成２４年１０月１３日、ちょうど前池田町

長が就任した日に、戸知山の下の開発地域

について誓約書が池田町長に出されており

ます。昨年８月、田中町長は、同じ開発行

為について５年目で、平成２５年７月１１

日付で申請のあった岩石採取計画は次の条

件で許可します。平成２５年８月２８日。

こういう文書もあります。その中の附帯条

件の中で、申請者、申請者ですね、開発行

為業者ですね、前回の申請時に区域内に調

整池を設け、区域外への汚濁水流出を防ぐ

措置を講ずるとしていた。しかしながら、

再三の指導にもかかわらず、調整池はきょ

うまで整備されていない。その結果、汚濁

水は流出し、本町管理の調整池に土砂が堆

積していることは現状である。したがって、

今回の許可（更新）に当たっては、区域内

の調整池整備について早期に設置されたい。

こういう附帯条件つけてる。こういう、ほ

かにもっとありますよ。附帯条件と違うて

条件として。こういうのも処罰されるんで

すね。これは当然ですね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  今、言われました件につきましては、沈

殿池につきましてはないというわけではご

ざいませんので、それについてはしゅんせ

つ等は行っておりますので、それについて

何もしていないということでないので、許

可はいたしております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  むちゃくちゃ言うたらあかんわ。しかし

ながら再三の指導にもかかわらずと書いて

まんねんで。これ町長が出したやつ、公文

書ですよ、これ。豊能町指令第９０号。し

かも誓約書、その５年前に出てる。この調

整池の1,０００万円を超える金を豊能町が

出して、下の被害の地区に、住民に被害を

与えないように、その調整池の整備まで豊

能町やってるじゃないですか。この言葉と

えらい違いまんな。そのような状況の中で、
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どうやって罰則規定できまんねん。どうで

すか町長。今はっきり言うたら建設環境部

長の答弁間違うてるん違いますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今の件につきましては、引き続き指導も

しているところでございます。今回、条例

で新たな根拠をもって、残土、これを積み

上げるということ、それそのものに対して

の法律、条例というのがなかったので、そ

ういうことについての権限を持ってまいり

たいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  町長、確認します。今度の条例というの

は残土だけですね。今おっしゃったことは。

確認しますよ。残土だけですね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  今、言われている趣旨をちょっとよくわ

かってないんですけども、今回、崩落に伴

った、ああいったようなことがないような

形で規制をしてまいりたいという意味での

条例ということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ということは残土じゃないですか、今回

は、崩落事故やから。違うんですか。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  違うやろ。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  本当に。そう理解しました。もしこの議

会中にそういうお話がようけあると思いま

すから、また反省して訂正するならばしな

はれ。 

  次にダイオキシンの問題について。あと

１０分ですか。 

  木代地区において処理施設を設計すると

明言されましたが、その後、候補地となる

木代地区と協議を始められましたか。その

場所は。また、木代地区に保管施設はなぜ

できないのですか。そのように処理するな

らば、なぜ、吉川交番跡に、裏に、消防跡

に、消防倉庫跡に置かれたんですか。木代

に施設もできると思いますけど、この一連

の、一問一答ですけど、一連の流れの中で

お答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず、現地処理に向けて、今、地元自治

会との協議を始めたやさきでしたけれども、

今、地区内での残土の崩落事故が発生した

ので、その対応に追われることになって、

そうした状況で、地元自治会との協議も一

旦中断せざるを得ないような状況に、今回

なっておりました。その後、残土の崩落事

故については事故発生から地元説明会も２

回開催し、当初の混乱や初期の対応もおさ

まりつつあることから、ダイオキシンの処

理についても改めて協議いただくようにお

願い、始めたところでございます。 

  処理施設については、町有地である戸知

山に設けるということが最適であると判断

し、戸知山での処理を前提に協議をお願い



 

 2－11 

しているところでございますけれども、戸

知山に、先ほど保管施設を建設することに

ついては、法的には可能ですけれども、こ

のダイオキシンを処理するということが使

命であり、早期に処理し、ダイオキシン問

題の解決を図る必要があるというふうに考

えておりますので、地元自治会とは処理に

向けた協議を行っていくもので、保管のみ

についてはこちらでは想定はしておりませ

ん。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  大事なことをおっしゃいました。消防跡

ですね。誰か協議されたんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  こちらにつきましては、これまでもずっ

と同じような形でございますけれども、安

全に保管できるということもございました

ので、協議はせずに、こちらのほうに持ち

込ませていただいたところでございます。

こちらにつきましても、当然ながら安全に

移送し、これまでの経験もございますし、

安全に管理しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  同じ町有地なのに差別というんか、おか

しな話ですね。 

  次に、町内処理の場合、処理実現のため

に、今まさに木代です。インセンティブが

必要と考えますが、この考えについて、町

長の考えはどうですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ダイオキシン処理につきましては、現在、

処理の技術力も向上して、処理の実例もあ

るなど、安全に処理できることは実証され

ております。現地での処理に当たっては、

事前に、学識経験者からなる安全処理につ

いての審議、こういったものをいただくな

ど、まずは当地での安全処理が行えること

を御理解いただく、こういったことをまず

最優先に考えております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  インセンティブが必要と、これインセン

ティブか。安全が保障されるというのは、

これ、時間ないです、聞きますけど、どこ

にどういう事例があったんですか。僕、少

なくとも自分のごみ、私どもみたいなごみ、

当然、産業廃棄物ならば安全に処理される

ところは何ぼでも知ってます。これ、どっ

かありましたか。それでインセンティブの

話、私してるんですけどね。ちょっとお答

えください。インセンティブを必要かどう

かです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  インセンティブということでは現段階で

は考えてはおりませんけれども、ただ、ダ

イオキシン処理に当たっては地元からの要

望、意見については真摯に対応することが

重要であるとは考えておりまして、直ちに
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対応することは困難であるかもしれません

けれども、丁寧に対応していくことによっ

て地元の理解を得てまいりたいというふう

に思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  地元の要望ということがあらば考えてい

く、それは今は考えてないけど、話し合い

の中では考えていくということでよろしい

ですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、あくまでもこれ、

処理に当たっては安全にということは、ま

ず私、これが一番大切だと思っています。

大事だと思っておりますので、そういった

ことも説明していきながら、地元の方の理

解を求めていきたいというふうに考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  何回も言いますけど、僕、インセンティ

ブの話ししてまんねんで。安全に処理する

とか、そんな話ししてないですよ、私は。

インセンティブが、これから地元の要望が

あれば考えていくということでよろしいで

すかと聞いてるんですよ。聞いてませんか、

私の言うたこと。同じこと言うてまんねん

で。どうですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  インセンティブといいますか、これ、や

はり地元と話しする中で、地元からの要望、

意見については真摯に対応していきたいと

いうふうには考えておりますけれども、こ

れはあくまでもそういった話でございまし

て、それがインセンティブというのか、何

というのかわかりませんけれども、当然、

地元の理解を得ていきたいというふうに考

えております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  町長、そんなインセンティブがどうかと

いうような話でないでしょう。少なくとも

迷惑施設という形は、全国いろいろな、ご

みにしても放射能にしてもいっぱいありま

す。その中で全て、原子力もあります。全

て地元に何らかの恩恵、何らかの利益を与

えているのが、日本の国の決められた、条

例ではありませんが現状じゃないでしょう

か。だから僕は、インセンティブは出すん

ですか、出さないかと聞いてるだけです。

もう一遍お答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  インセンティブというのかどうか、あれ

ですけれども、私としては先ほど申しまし

たとおり、ダイオキシン処理するに当たっ

て、地元からの要望や意見については真摯

に対応することが重要であると考えており

ますので、そういったことで地元の理解を

得ていきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  それは安全に対してでしょう。今、町長

がおっしゃったのは安全に対して真摯に考

えていくということでしょう。私はちょっ

と違う視点で言ってるんですけどね。おわ

かりになりませんか。わからんのだったら

わからんで結構ですわ。もう一遍お答えく

ださい。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほどお答えしましたとおりですけれど

も、やはりこれ、地元、ダイオキシンを処

理するに当たって、地元からの要望や意見、

こういうことについては真摯に対応するこ

とが重要というふうに考えておりますので、

そういったことも通しながら地元の理解を

得ていきたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ということは、今あなたが戸知山と決め

ただけであって、少なくともまだ協議が始

まるところとおっしゃいましたけど、何ら

その話には至ってないことで理解してよろ

しいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今まさに地元自治会のほうにお願いに上

がっているといった、まだそういう段階で

ございます。まだお願いに上がっていると

いう段階でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  国崎での処理、完全に諦めたんですか。

そのことは能勢町は了解しているんですか。

これだけ最後にお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  国崎での処理につきましては、これ議員

も御存じのとおり、これ設立の当初から、

これ役割分担ということで、１市３町と、

施設組合、これ明確に役割分担等あります

し、国崎クリーンセンターでの設立の経過

等も考えましたところ、考え考え、さまざ

まなことを想定、考えて、こちらについて

は国崎での処理というのはもう困難である

というふうに判断しております。 

  能勢町につきましても同じ考えでござい

ます。 

  以上でございます。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  終わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、無所属の会の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩します。１０分後に再

開をいたします。２０分から。 

（午前１０時１３分 休憩） 

（午前１０時２０分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、イノベーションとよのの一般質問

を行います。 
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  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

２０分とします。 

  永並啓議員を指名いたします。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ９番・イノベーションとよの、永並啓で

す。通告に従いまして質問させていただき

ます。 

  まず、町政全般についてであります。 

  私は常にこれまで、将来ビジョンをつく

ってくださいということを言っています。

しかし、具体的な将来ビジョンというもの

は示されたことはいまだにありません。そ

れがないのは、私は、豊能町には致命的だ

なと考えています。住民の皆さんに、この

まちが今後どういうふうになっていくのか、

福祉、教育、いろいろな面で安心して暮ら

していけるのかということを具体的に、皆

さんがイメージできるような形で示す必要

があると考えております。今は土砂崩落、

そしてダイオキシン、少子高齢化、現役世

代の大幅な減少、どちらかというと、豊能

町に住んでて大丈夫かという空気のほうが

強いというふうに感じてしまいます。この

責任はとっても、町長の責任は重たいと思

いますので、そこは指摘させていただきま

す。そして、将来ビジョンがないための弊

害がちらほらと出始めています。ユーベル

ホールの予算なんかは３年計画と、１年前

に言ったことです。それが１年たったら、

もう残り２年は一旦やめます、こんなこと

が起こっているんですね。これもひとえに、

そういった計画がないことから起こってい

る問題と考えております。まずそれら、行

政にはやはり５年、１０年後の将来ビジョ

ン、必要になると考えています。まず、そ

れでは、光風台と大和団地を結ぶ道路につ

いてですが、長年の懸案事項ですが、やは

り解決は至っておりません。一つの原因に、

これまで行政が積極的にかかわってこなか

ったということがあるのではないかと考え

ております。行政が通したいというよりも、

住民からの要望により、通してくれという

ことにより動いていた。だから何が何でも

行政が通したいという思いが、ちょっと足

りないんじゃないかなというふうに感じて

おります。これは光風台駅前エスカレータ

ーについても同じです。何となく、言われ

たから通す、言われたからエスカレーター

にする、そこに対しての将来ビジョンとい

うものが一切示されない。やはり、何をす

るにしても反対ってあるんですよ。でもそ

れを乗り越えていくのは、やはり行政の、

そうしないと豊能町が発展しない、そうす

ることで今後発展させることができるとい

うことを具体的に示すことで、やはりそう

いう反対の方に理解してもらう、こういっ

た努力というものが私は必要だと思ってお

ります。今後の豊能町を考えた場合、また

近々新名神が通った場合、そして大災害が

起こった場合、いずれの場合を考えても、

あの大和団地との道路というものは必要か

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  川西の大和東とときわ台４丁目をつなぐ

道路のこととしてお答えいたします。 

  過去に何度も質問をいただいておりまし

て、それについて川西市のほうは、都市計

画道路見野線として、都市計画法による道

路としての位置づけがされておりますが、

豊能町側との接点、接続を前提とした整備

計画はないということでございます。 

  一方、豊能町側には都市計画道路として

の位置づけはございません。道路の必要性
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は十分に認識しておりますが、財政的な裏

づけが難しく、また川西とも歩調を合わせ

て取り組むべきものと認識しております。

このため、現状ではこの道路の実現性は非

常に困難であると思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○建設環境部長（石田 望君） 

  ときわ台のところは光風台です。訂正さ

せていただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  今のままでは、やはり困難というふうな、

困難だから今まで通ってないんですよ。や

はり西地域において、例えば何回か、一の

鳥居まで行くぐにゃぐにゃの道路あります

よね。あそこでトレーラーが横転したりし

たら、本当に陸の孤島のような状態に、豊

能町ってなってしまうんですね。豊能町の

立地を考えると、少しでもアクセスという

ものは、もっと積極的に取り組む必要があ

ると思うんですが、やはりそこら辺も、た

だ道路をつけるというんじゃなくて、道路

をつけたからには、そこら辺の周辺の整備

をどのように開発していくのかというとこ

ろまでも踏まえて検討する必要があると思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  この件につきましては、平成２２年に川

西市と協議をいたしましたときに、そのと

きの回答が、新名神関連や火打の区画整理

事業で川西市としては力を入れており、と

てもその見野線に力を注ぐ余裕がないとい

うふうなことで回答いただいております。

そのことを踏まえまして、新名神が開通す

る見込みが立つまでは協議ができないと考

え、それ以来、協議はしておりませんのが

現状でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  確かにお互いの事業なので、それはわか

るんですよ。でも豊能町としては、やはり

川西市より豊能町のほうが、あの道路って

あるといいと思うんですね。だからそこは、

豊能町としてはこういった計画を持ってま

すからって、もっと積極的に繰り返し行く

とか、そういったことで協議の土俵に上が

ってもらうような働きかけというものは、

やはり行政として、豊能町の行政としては

必要なんじゃないかなと思いますので、そ

こら辺お答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  この件につきましては、担当としまして

は協議を進めていかないといけないとは思

っております。その中で町長も、平成２５

年度には川西市長とこの件についてもお話

ししていただいております。そのときにも、

先ほど回答いたしましたようなことでの川

西市の回答をいただいたというとこでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひとも、川西市を何とか巻き込むよう

な、今の段階では多分、川西市さんにとっ

ては何のメリットもないんだろうなという
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ふうに、魅力がないと思われてるのかなと

思います。だからそこは、ここを通すこと

によっての魅力を、もっとアイデアを膨ら

まして、こういったことができますよとい

うことをつくった上で持っていかないと、

ただ通してくださいでは多分同じ結果にな

ると思いますので、そこら辺はぜひともよ

ろしくお願いします。 

  次に、光風台駅前エスカレーターですね。

現在、豊能町というのはまちづくりの面、

福祉の面、防災面、災害面、コストの面か

ら考えて、やはりエレベーターのほうがす

ぐれているのかなと思ってるんですが、豊

能町としてはエスカレーターを更新しよう

としてます。こちらが数値でエレベーター

のメリットを提示しても、町長からは繰り

返し、漠然とした定住化施策、住民からの

要望としか答えられません。設置した後の

展開というものは本当に見えてこない。私

は何時間、これまでずっと考えてました。

でもやっぱり理解できないんですよ。もう

少しエスカレーターのメリットというもの

を、数値で、やっぱり示す必要があると思

います。定住化なら、これをつくることに

よってどれだけの人口減少に歯どめがかけ

られるのか。町長、誕生してから、もう八

百何人減少してますよね。一生懸命定住化

施策されてるとおっしゃってますけど、現

に２年間で８５０人、９００人近くの方が

減少してます。そういったことを踏まえる

と、やはり何か新しいことを考えないとい

けないんじゃないかと思いますので、そこ

ら辺でやはり数値メリットというものは最

低限示す、それが組織のトップの責任だと

思いますけど、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、これはやはり、

このエスカレーターというものは、この地

には私は必要だというふうに考えておりま

して、ここで通勤、通学されている方、多

く使われているということもございます。

そういったこともございまして、これがな

くなることによりまして、ここのまちの魅

力が減っていくというふうに考えておりま

して、具体的な数値というものはございま

せんけれども、やはり、少なくとも今の光

風台の魅力、これを維持したいというよう

なことでございまして、今回、エスカレー

ターの更新ということで考えているところ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  トップの責任はやっぱり具体的に示すこ

とやと思いますよ。具体的に数値は示せま

せんがって、あり得ないですよ、そんなこ

と。民間企業で、新しく事業をやります、

でも多分利益は出ます、こんなとこ誰も投

資しませんよ。幾らぐらいの利益が出ます

ということを示すから、ああかけてみよう

かな、将来有望だな。今の町長の説明やっ

たら、トップがそういう考えやったら、え、

大丈夫かなというふうに感じてしまいます

けど、そこら辺、やっぱり数値示せません

か。調べようとも思いませんか。漠然とし

た、そのまま漠然とした定住化施策という

まま、ずっといきますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これは、エスカレーターといいますのは、
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これ新しい事業というよりは、今現状のも

のを使っての維持というふうに私は考えて

おります。ですので。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  そういうことでございます。ということ

もございまして、特にこちらにつきまして

は、まずはこのまちの魅力を維持したいと

いうことでございますので、数値目標等は

特にはございません。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いや、２５年で２億4,０００万円も高い

んですよ。財政難でいろいろなもの削ろう

としてる、町長は町長になる前に、ごみの

有料化なんてする必要はないとまで言って

た。それでもしなければいけないというこ

とを転換されている。そこまで追い込んで

いる状態で２億4,０００万円も高いものを

選ぶ、だから示してくださいと言ってるん

です。全部そんなんしません。豊能町には

お金があり余っているんです、だからエス

カレーターつけますやったら何も言いませ

んよ。そういうところでは負担を強いてい

る、そういう現状があるにもかかわらずエ

スカレーターを選ぶから、それなら示して

くださいと言ってるんです。わかりません

かね。もう一度お答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  同じ答えになりますけれども、これはま

ちの魅力の維持ということでございますの

で、こちらについては数値ということは特

には設定はしておりません。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  エスカレーター、私が高校生のときから

考えると、もう半分になってるんですよ、

現役世代。私、高校生のとき、ときわ台で

も座れませんでした。今、光風台でも座れ

るんですよ。それだけ現役世代って減って

るんです。そういった中での選択ですよ。

だから説明する必要があるんです。町長に

言っても同じことしかおっしゃってくれな

いので、すごい町長だなと思いますけど。 

  そうしたらトップのリーダーシップとい

う観点から質問させてもらいます。各部長

が、前回の橋本議員の質問のときに、すご

く言いづらいにもかかわらず、どちらかと

いうとエレベーターのほうがいいんじゃな

いかと。でも部長の立場がありますから、

それでもエスカレーターとなった場合は万

全を期しますというすごい答えをしていた

だきました。決定するのは確かに町長です。

やはり町長の側近である各部長さんたちが

そこまで言っているにもかかわらず、町長

の、どっちかというと政治的な判断ですよ

ね。それでエスカレーターを選択する限り

は、リーダーシップの面、そして町長がい

つも言っている、職員にやる気を起こさせ

るという面からも、職員に対して納得する

ような説明が必要だと思いますが、いかが

でしょうか。というのは、私が、私やった

ら、それをしなかったら、職員から、この

人言ってることと違うんじゃないかなと、

求心力が落ちるんじゃないかなというふう

に感じますから、それを聞いてます。もし

町長が、そんなことはないんだと、私には

大阪市でのたくさんの実績がある、カリス

マ的な魅力がある、輝かしい実績で、皆さ

んはわからないかもしれないけど、将来は
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エスカレーターをやったことがすごい効果

があるんだということが言えるのであれば、

そして意識改革のために張り紙までしてる、

それで職員の意識改革はできているんだ、

そこまで自信を持っておっしゃるなら、そ

う答えていただければ結構ですので、職員

に対するリーダーシップという面からお答

えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど言っていただいたように、四つの

スローガン掲げてやっております。また各

職場にも懇談もしておりまして、そういっ

たことの意見も聞きながら進めてまいって

おります。そういった意味でも、スローガ

ン掲げてやっておりますし、当然ながら毎

年のように町政運営方針、そういったこと

もやっております。そういったものも示し

ながら、リーダーシップをとりながら、今

現在、町政を進めているところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  本当、伝わらないなと思って情けなくな

るんですけどね。僕だったら、職員が言っ

てくれていることに否定するんだったら、

それなりの根拠を持って説明しないと、つ

いてこないと思うんですよ。それが別に関

係ないと言われるなら、もうそれまでだな

と思ってしまいますけど。 

  じゃあ次に進みます。たくさんあるので

ね。町長の公約の数値目標の設定、これも

何回も質問してますが、やはり公約に対し

て定住化と掲げるのであれば、どれくらい

の定住化を目指すのかという数値目標とい

うものは設定するべきだと思います。やは

りそれがないというものは住民の皆さん判

断できないんですよ。それについてはどう

お考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、当然、人口をふ

やしたいという思いもございまして、今回

も新たな施策を打ってまいったところでご

ざいます。数値目標につきましては、これ

はやはり、できるだけ多くの方ということ

で考えておりますので、特に幾らというこ

とは設定はしておりません。ただ、今回、

予算の中では３０世帯ということで、今回

の助成ということでは、予算としては組ま

せてはいただいております。 

  あとは、そのほか、さまざまなことを通

しながら、人口の回復に努めてまいりたい

というふうには思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  やはり何かをするのであれば数値目標で、

企業でも目標設定しますよね。そして景気

がよくて調子がよかったら上方修正、下方

修正しますよね。何か事業をするんでしょ

う。一緒に住マイルでもやるんでしょう。

それがうまかったら上方修正したらいい。

下方修正になるかもしれない。でも最初か

ら、できるだけ多くとか、それは子どもだ

ましでしかないですよ。やはりもうちょっ

と、トップなんですから、具体的にどれく

らいの人数をふやすのが目標なんだと、そ

のためにふやす人数によって、豊能町のか
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けるお金というものも変わってきますから、

やはりそこというのは必要だと思いますよ。

ぜひともその数値目標というものは示して

いただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  済みません。まずちょっと、先ほど間違

えました。住マイル助成１０世帯です。そ

れを訂正させていただきます。 

  先ほど申しましたように、これはやはり

数値目標というよりは、もうこれは一丸と

なって頑張ってまいるということで、特に

この人口を幾らということについては、ま

さにこれ日本全体も人口が減っているとい

う中で、これは豊能町としても頑張ってい

かなあかんということもあります。ただ、

その中で、今現在、数値目標ということに

ついては示してはおりません。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  僕、最低限、数値目標を示すというもの

は、住民税を支払っている住民さんへの、

お金を払っている住民さんへの最低限の責

任やと思いますよ。そうしないと、例えば

１０人程度の定住化施策、増加策を打つと

いうんやったら、いや、豊能町やばいなと

いうふうに考える方もおられるかもしれな

い。でもこれが１００人規模の何か大きな

事業をする、そして呼んでくるというので

あれば、豊能町未来があるなと、こう考え

る方もおられるかもしれない。だから定住

化施策って漠然とするんじゃなくて、もう

ちょっと目標に応じた施策のあり方がある

し、予算のつけ方があるし、そこら辺を考

えると１０世帯というのはどんな効果があ

るのか、本当に理解できないんですよ。過

去に二世帯住宅助成金というものを、基本

的に失敗してますよ。今回のやつも、もと

もと家を建てようとしてた、そういった方

にお金を配るだけになります。豊能町はそ

こを乗り越えていかないといけない。豊能

町を知らない、そういった人を対象に豊能

町に住んでもらうことが必要になるんです

よ。そういったところにもっと魅力のある

施策をＰＲしていく必要があると思います

けど、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  豊能町を知らない人の施策としては、今、

「とよのに住もう」というパンフレットを

つくり、その中で、インターネットで豊能

町の最新情報、こういったものを知らせ、

また、住宅展示場において「とよのに住も

う」を配布し、そういったことで多くの方

に周知するようにしております。また、大

阪市内にありますふるさと回帰センター、

こちらの中でも、中央区にございますけれ

ども、パンフレットを置き、 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  そういったことを実施しております。で

すから、今、申しましたように、以上のよ

うに、その他の方についても多くの方に周

知するということはやっております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  今のでも明らかになりましたけど、何カ
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月、３カ月、半年間、同じことを答弁され

るんですよ。定住化って、豊能町の核とな

る施策ですよ。でも同じように、大阪市に、

そこへ行きました、ホームページで発信し

てます。いや、いろいろな仕掛け、一発で

成功する定住化施策、ないですよ、いろい

ろと打っていかないと。にもかかわらず、

３月のときも１２月のときも、基本的に同

じことを言われます。これじゃだめですよ。

もっとアイデア絞って出していかないと。

それは期待するしかないんですけど、そこ

は誰に聞いたらいいのかな。町長、そうい

うアイデア持たれてませんか。ほかに、ほ

かにです。今まで言われたのは聞いてます。

聞いたことは忘れません。ばかじゃないの

で。同じことじゃなく、３カ月、６カ月、

半年、１年たってるんですから、新しいこ

とを答弁してください。なかったら、ない

でいいです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  考えていることはたくさんありますけれ

ども、まだこれから庁内で調整しながら、

来年度予算に向けて予算措置をしてまいり

たいと思いますので、以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  普通、考えていることあったら、今の豊

能町の状況やったら、すぐ出しますよ。全

部出して、どれがひっかかるか、うまくい

くかなんてわからないけど、今の豊能町の

人口減の割合を見たら、そんな、考えてい

るものはありますけど来年度にやりますな

んて、のんきなことを言ってたらあかんと

思いますよ。すぐに補正予算でもどんどん

出してきてくださいよ。とっても楽しみに

してますから、ぜひともお願いします。 

  次に、ふるさと納税の現状についてであ

ります。これも３年ぐらいずっと質問して、

ようやく納税した人にプレゼントをするよ

うになりました。もっと早く受け入れてし

てくれたらなと思いますけど、やはりスピ

ード感というものが豊能町行政、特にあり

ません。ほかの自治体、とっくにやってま

す。それをようやくやり始めました。これ

までの納税者数や納税額をお聞かせくださ

い。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ふるさと寄附の現状でございます。広報

等でもお知らせしておりますので、御存じ

のとおりかと思いますが、平成２５年度の

実績は７２４万2,０００円でございました。

これは平成２１年度から始めた制度でござ

いますけども、去年からはおっしゃるとお

り、特産品のプレゼントを７月から始めた

ということで、７月からの伸びがすごく多

いということです。これは平成２４年度ま

での平均件数の７１倍ということになって

おります。金額で言いますと、平成２５年

度は平成２４年度までの平均の１１倍の寄

附をいただいたというような状況でござい

ます。件数につきましては４２７件の寄附

があったということです。そのうち、内訳

としましては、子どもが輝くというところ

に２０９件で、３４０万5,０００円。高齢

者に優しいというところで５４件で１８０

万7,０００円。緑の保全と観光の項目で１

２６件で１５４万円。指定がないものが３

８件で４９万円というような内訳でござい

ました。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  プレゼントを出すと確実にふえるという

のはわかってます。でもこれもどこかで飽

きられてくるというか、頭打ちするんです

ね。今の額で満足するんじゃなくて、これ

からもふやしていこうというふうに、どう

いうふうに考えてますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今後のことでございますけども、特別枠

といいますか、今は、とよのんに綿毛をプ

レゼントしようというようなこともやって

おりますが、そういう、いろいろ選ぶ、ど

こに寄附をしたいというようなことを選べ

るような、もうちょっと幅広くやるという

こととか、おっしゃった特産品プレゼント、

これももっと豊富にできたらなというよう

なところも考えておりますし、ＰＲの仕方

ももうちょっと工夫をできないものかとい

うようなことも考えてございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ただでさえスタートが遅いんですから、

先にいろいろな、１年たったらこうする、

２年たったら飽きられないような工夫とい

うものをしていっていただきたい。 

  そこで幾つか提案しておきます。プレゼ

ントの中身、多分名産品、それ以上出てこ

ないんじゃないかなと思うので。例えば１

０万円以上を３年間寄附してくれたら、豊

能町の名誉町民に表彰するとか、オオサカ

ンありますよね、連携してますよね、ユー

ベルホールと。それをバックにしてユーベ

ルホールで歌うことができる権利ですね。

そういうのであったりとか、観光協会と連

携して、豊能町１日満喫ツアーを企画する

とか、ふるさと寄附でできた道として、そ

の道路に名前を彫るとか、いろいろアイデ

ア次第で、同じように当たり前の、どこの

自治体もやっているように名産品を配るだ

けじゃなくて、そういった権利とかそうい

ったところにもアイデアを膨らませていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  いろいろなアイデアをいただきましたの

で、参考にさせていただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  それと、ふるさと寄附、これも何度も言

ってますが、やはり豊能町の卒業生たち、

ふるさと寄附の基本的な考え方、そこで育

った人たち、ふるさとを感じる人たちが本

当は対象やと思ってるんですよ。今は誰で

もできますけどね。そうしたら豊能町とい

うものは、中学卒業して、高校、大学、社

会人になる、豊能町から出ていってしまう、

これはデメリットと考えますけど、ふるさ

と寄附に関して言えばこれは大いにチャン

スなんですよ。多くの人が豊能町出身で外

へ出ているわけですから。だから、そうい

った人たちに、今、豊能町こんなことして

るんですよとか、懐かしんでもらうために、

各小学校のイベントをＤＶＤにして送ると

か、そういったことをして、ああ、豊能町

こんなんやってたな、昔懐かしいなとか、

そう思って、ぜひとも豊能町のために寄附

してくださいというような働きかけが要る

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 
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  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  永並議員につきましては、以前から中学

生に、中学校を卒業した方等にＰＲという

ようなことをおっしゃっていただいており

まして、我々も検討はいたしましたけども、

やはり個人情報の取り扱いの問題がござい

まして、直接にそういう方にお知らせをす

るということは難しいことから、現在はそ

のふるさと寄附のパンフレットを、お盆の

時期、お正月の時期に間に合うようにつく

りまして、各戸配布をし、里帰りをなさっ

たお子さんに、親御さん、家族の方からそ

ういうＰＲをしていただくという方法をと

っておるものでございまして、御理解をい

ただきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いや、その問題はクリアしてますよね。

個人情報って、教育委員会の方も言われま

した。でも、豊能町のためにということで、

まず訪問したら、ＤＶＤを送ることぐらい、

そんなに拒絶されますかね。だめだったら、

そこで保護者の方に言ってもいいと思いま

すよ。自分たちの子どもに見せてください

とか、外へ出ている子どもに、豊能町を思

い出すための一つのアイテムとして活用し

てくださいとか。でもそのためには、いろ

いろなとこへ行かないとだめです。そうい

ったことを、自分の足で実際に豊能町に住

まわれている方としゃべれば、そんなに悪

いことじゃないので、個人情報だから絶対

嫌ですなんてことを言う人のほうが少ない

と思いますけども、それでもされませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほどもお答えいたしましたとおり、今

のところは親御さん、御家族の方から里帰

りなさった方にＰＲをしていただくという

ようなことをお願いをしたいというふうに

思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひとも何か、これまでの既成概念にし

ばられた動き方じゃなくて、それを超える

ようなことを大変期待しております。 

  そうしたら、ふるさと納税、先ほど部長

が、いろいろなことに使いました、こうい

うのに寄附してくださいましたということ

をおっしゃられました。そうしたらその後、

こういうものに使いましたということを、

寄附してくださった方に報告されてますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ふるさと寄附を事業に充てた、それを使

わせていただいた折には、個人の方に通知、

お知らせということはしておりませんけど

も、ホームページでお知らせをするとか、

広報に載せて、こういうことに使わせても

らいましたというお知らせはさせていただ

いております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  何でしないんでしょう。それ、個人情報

ひっかかりますか。寄附してくれた人に、

あなたの寄附でこういうことができました

よとか、こういう事業に使いましたよとい

うことを報告する。このやりとりで、そう

いうのって余りしてるとこないと思うんで

すよ。もうプレゼントというか、名産を送

って終わりというようなとこが多いと思い
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ます。そういうのも聞きましたから。でも

そこで、豊能町から、こういった事業に使

って、こんな、子どもたちが喜ぶ活動に使

わせてもらいましたとか、そういったチラ

シとかでも１通送るだけで、じゃあもう一

回豊能町に寄附しようかなということにも

つながるじゃないですか。ぜひともそうい

ったことは、人の常識としてするべきだと

思いますけど、いかがでしょう。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃるとおり、御自分のなさった寄

附金がどのように使われたか知りたいとい

う方はおられるかもわかりませんけども、

今、議員の御提案のあったようなことにつ

いてしてほしいというような、そういう御

意見を聞いたことは、今のところないわけ

なんです。今のところは、先ほど申し上げ

たとおりの、ホームページであるとか広報

でお知らせをするという方法で皆さんにお

知らせをしてまいりたいというふうに考え

てございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そんなの寄附した人が改めてわざわざ言

うわけないじゃないですか。何か恩着せが

ましく聞こえるじゃないですか。それをこ

ちら側から、ありがとうございましたでち

ょっと１通の手紙でも、何かチラシでも送

ったら、ああそうなんだなというふうに思

ってくださるから、そういったことをして

はどうかということです。向こうが求めて

ないからしないというスタンスじゃなくて。

僕、そういうふうにいただいたら、何かあ

りがとうございましたとか、そういうの、

普通するんですけど、やっぱりそういうの

できませんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  お礼状は当然出させていただいておりま

して、１件１件、ありがとうございました

という気持ちはお伝えをしておるというと

ころでございます。使い道についてお知ら

せをするということも、必要であればさせ

ていただくということで、今後の検討課題

とさせていただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  続きまして、まちおこしの一つとして、

豊能町で麻を栽培してはどうかということ

なんですけども、麻というと大麻を想像さ

れるんですけど、麻薬のイメージが強くイ

メージが悪いと思うんですが、麻の品種に

は薬用型、中間型、繊維型というふうにあ

ります。薬用型にはテトラヒドロカンナビ

ノールという成分が含まれており、これが

酩酊性を強く出る成分となってます。ただ、

テトラヒドロカンナビノールというものが0.

２５％以下のものを繊維型と言って、これ

が産業用大麻として世界のさまざまな場所

で使われています。例えば麻を熱圧縮して

家の建材に使うと、強度もよくて湿度の吸

収・放出をするので、内装材や住宅の断熱

材に使われてたり、車、ベンツありますね。

ベンツの自動車の吸音断熱材として使用さ

れていたり。プラスチックにかわるものと

して、ポルシェやルノー、車のメーカーで

すね、ドアやパネルのダッシュボードに組

み込まれたり、こういうふうにいろいろと

使われているという現状があるんですね。

カナダのほうでは麻の実のオイルはミネラ

ルのバランスがいいので、実自体をプロテ
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イン摂取ということで食用として使用して

いたり、そして特に重要なのが、日本では

伝統的に神社のしめ縄がもともと麻ですし、

服やげたの鼻緒等にも使われています。昔

は大変生えていたそうですが、最近ではほ

とんど生えておりません。私、提案してい

るのは、この、酩酊性がない、テトラヒド

ロカンナビノールがない、産業用大麻を栽

培ということを検討してはどうかというこ

となんです。日本というものはそこら辺の

区別がなく、一括して大麻取締法というこ

とで規制されています。所持、栽培という

ものは、都道府県知事による免許が必要に

なっています。そのため栽培面積も日本全

国でたった5.９ヘクタール、生産量は繊維

の量でたった2,２００キログラムと、本当

にわずかしかありません。栃木県の鹿沼市

が９割を占めてます。最近では鳥取、北海

道など、幾つかの自治体で取り組みも始ま

っていますが、まだまだ日本では微々たる

ものであります。しかし世界ではそういっ

た需要が利用度があるということで、繊維

量で５万3,０００トン、麻の実で９万8,０

００トンと、莫大な量になってます。ヨー

ロッパ、カナダのほうではテトラヒドロカ

ンナビノールの含有量が0.２％であれば規

制なく栽培することが可能になっていると

いうような現状もあります。こういったこ

とから、豊能町でも取り組む、いきなり進

めることはなかなか難しいかもしれないで

すが、なぜ私がこういうのをしたらいいか

というと、日本でもほとんど栽培されてな

いんですよ。いろいろ規制があってね。で

もゼロじゃない。じゃあ少しの可能性があ

る。そして世界ではそういったものを活用

していろいろなとこで取り組んでる。そう

したら、どこかで日本も切りかえる転換が

あるんじゃないかと、そのための検討をし

てはどうかということなんですけど、いか

がでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  今、議員おっしゃったように、大麻とい

うか麻につきましては栽培の許可が必要に

なってまいります。そして、その許可をと

るのが非常に難しいというふうに聞いてる

とこでございます。今おっしゃったように、

全国で５ヘクタール程度しか栽培されてい

ないということと、栽培するにつきまして

はいろいろ条件とか、道路から見えないと

か、何をつくっているか見えると、それを

持っていかれた場合のことがございますの

で、そういう目隠しとか柵とか、そういう

ものの規制等がございまして、なおかつ麻

につきましては、同じ場所でつくれるのが

３年で、違う場所で植えないと連作の障害

が出るというふうなことで、面積的にはつ

くるとこを転々と回っていくというふうな

ことが必要になるというふうには聞いてお

るところでございます。３年ごとに変わっ

ていくということになりますと、その目隠

しとか柵とかいうものも３年ごとにつくり

かえないけないというようなこともござい

ますので、ちょっと、今おっしゃったよう

に全国的に少ないもんですから、それを取

り組んではどうかということですけども、

それについてはちょっと検討等をさせてい

ただきたいというふうに考えておるところ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  よくわかります。国会でも、４月に国会

議員が質問して、そのときの大臣の答弁も、
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まだ情報収集をしたいという段階なので、

すぐにどうこうっていう問題じゃないんで

すよ。でも、今後、麻のいろいろな活用方

法があるっていうこともありますし、規制

が緩和される可能性もあるので、豊能町で

も可能性という意味では検討を始めておい

ても損はないのかなというふうに思います

ので、ぜひともよろしくお願いいたします。

これは定期的に、なかなか、国が動かない

と難しいかもしれないですけど、聞いてい

きたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

  あと、ホームページの更新についてお伺

いいたします。 

  ２年以上言い続けて、ようやく今年度、

何かホームページを更新するのに何でこん

なにかかるのかなというふうに思うんです

が、今の豊能町の情報発信のスタンスを見

ていると、余り変化のない、多くの自治体

と同じようなものができるんじゃないかな

という不安を抱いておりますが、現在決ま

っている特徴的な、魅力あるホームページ

の案がありましたらお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  具体的に決まっている内容ということで

ございますけども、実は具体的に決まった、

これで決定やという部分は、まだございま

せんのですけども、今考えております中身

について若干御紹介を申し上げますと、ま

ず、画像とか動画、これにつきましてはホ

ームページの印象を決めるというようなこ

とでございますので、可能な限り取り組ん

でいきたい、導入していきたいというふう

なことは考えておりますが、ただ、アクセ

シビリティ、この言葉、日本語に言い直す

という単語がないらしいんですけども、高

齢者とか障害のある方も含めてインターネ

ットを使いやすくするというような、そう

いう意味らしいですが、アクセシビリティ

との整合性を図って画像、動画などを取り

込んでいくということが必要なので、その

辺のこともあわせて、支障なく利用できる

ことを目指してやっていきたいということ

を考えております。 

  それから、スマホとかタブレットでホー

ムページを見ていただくということにつき

ましても、そういうスマホ用とかタブレッ

ト用というような画面が出たほうが見やす

いというようなことでございますので、そ

れについても対応を目指したいというふう

に思っております。 

  それから、階層の深さといいますか、最

初の画面から何回クリックすれば情報に到

達するかという、到達度の、到達の速さと

いいますか、そういうものについても、階

層をなるべく浅くしてというようなこと。

それから、見やすい、探しやすい、早くた

どり着けるというようなこととあわせて、

その辺の構成も考えてまいりたいというふ

うに思っております。 

  それからイベントの情報もわかりやすく

見ていただくというようなことで、イベン

トカレンダーのようなものを配置しまして、

旬の情報を簡単に手に入れていただくとい

うようなことができないかというふうに思

っておりますし、それからツイッターとか

フェイスブック、これらにつきましても既

に導入している自治体、多数ございますけ

ども、そういう導入されている自治体の状

況をお聞きして参考にしながら、メリッ

ト・デメリットも考えて検討を進めてまい

りたいというふうに思っております。 

  それから、業者に頼らずに職員がつくれ

るという、そういうウエブの作成でやって

まいりたいというようなことを今、考えて
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おりまして、時期につきましては、今現在

使っておりますホームページのソフトウエ

アが１０月までということでございますの

で、それまで、秋にリニューアルをという

ことで、スケジュール的には進めておると

いうところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  最低限ほかの、どこの自治体でもしてい

るようなことはしていただかないとだめな

んですけど、やはり今、民間企業でも、ど

うやって自分たちのホームページにアクセ

スしてもらうかって必死なんですよ。アク

セスすることによってゲームがあって、そ

こでポイントがもらえるとか、それでプレ

ゼントに応募できるとか、そういういろい

ろなことをしないと見に来てもらえないん

です。そこのハードルってすごい高いんで

すよ。今おっしゃっていたこともそうです

けど、やはりそこに、情報を知るだけじゃ

なくて、そこにおもしろい、何か見たら毎

日何か情報が変わって、今度ちょっとおも

しろいことがわかるよとか、そこに豊能町

のマニアックな情報とかを毎日更新して載

せるとか。豊能町のお得情報ですね。豊能

町の個人商店なんか、チラシ出さないとこ

ろもありますから、そういったとこのリア

ルタイムな、今からタイムセールやります

よみたいな情報とかを載せるとか、いろい

ろあると思うんですよ。もっと、そこに見

てもらいたいことというのがね。そこら辺

をもっと、今まである、自治体がやってい

るようなことじゃなくて、もっと、何とか

豊能町のホームページを豊能町の基準にし

て、そこから豊能町内の、そこに行けば豊

能町の情報全てわかるよみたいな。いろい

ろなお店とリンクして、そこに行ったらい

ろいろな情報がわかるというようなスタン

スで、ぜひとも職員の皆さんのアイデアを

絞ってつくっていただきたい。それを楽し

みにしてますので、その最後、そこだけお

聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  町のホームページに直接そういう民間の

商店のページをということは無理かもわか

りませんが、商工会とか観光協会と協力を

すると、リンクを張るとかいうことは可能

かなというふうに思いますので、その点も

含めて、豊能町の情報が、町のホームペー

ジを見たらたくさんの情報が見れるという

ようなことは工夫してまいりたいというふ

うに思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ちょっと先に教育問題に行きたいと思い

ます。３月議会も質問させていただきまし

たが、郷土資料館の活用方法についてです。 

  今の時代、何か施設をつくって、そこに

人を集めるということは、よほど特徴的な

ものがない限り、日本の美術館を例えて言

いましたけど、その美術館ですら、海外の

美術館の期間限定の展覧会をするなどして

必死で集客してますね。だから豊能町でそ

ういった何か施設をつくって集めるという

ことは、なかなか難しいのではないかなと。

そして、それでは逆転の発想で資料を分散

展示して、子どもたちに、子どもたち同士

で教え合う社会見学ウイークなどをつくっ

てみてはどうかということを提案させても

らいましたが、その検討結果をお聞かせく

ださい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 
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  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まずは収蔵品の展示については、前にも

お答えいたしましたように、歴史の変遷な

ども踏まえて、体系的に、一覧性を持って

展示することが重要ということには変わり

ないんですけれども、学校からも御希望も

あるということも考慮いたしまして、必要

に応じて、町内小中学校対象に貸し出すと

いうところで動き出しておりまして、展示

一覧表をこれから配布し、学習に役立てて

いただくように周知してまいりたいと思っ

ております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  何で学校任せにするんですか。そこは教

育委員会が、各学校をまとめているのは教

育委員会ですよね。各学校だけやったら交

流が生まれないじゃないですか。そこで各

学校の子どもたちが、その借りてきた資料

を使って、そこについて学ぶわけですよね。

そうしたらそれを他校の子たちに、これは

こういったもんですよというふうに教えた

りとか、それをやることで交流とかが図れ

ますし、実際、東西間の交流なんてゼロで

すからね。そういったことを質問したので、

そこの検討をお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  そちらの面での検討では、まずはその学

校に常設展示ということを想定されておる

と思うんですけれども、やはり文化財も含

まれる郷土資料でございますので、貸出展

示、巡回展示ということは、各学校間では

実施していきたいとは思っているんですけ

れども、ここの学校にはこういったものを

展示という常設展示というのは、今は想定

しておりません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そこにこだわってないですよ。別に、も

のをそこにずっと固定じゃなくて、貸出は

できるんだから、その内容はどんどん変え

たらいいじゃないですか。一時的に貸し出

して、その学んでもらう間、貸し出すとい

う形でもいいじゃないですか。そこは、ど

うしてやらない方向の理由が出てくるのか

なと。そこ、私言ってるのは、今、次長が

おっしゃられたことクリアしましたよ、そ

れで。そうしたら、そういうことはできま

すか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  十分にお答えできるかどうか、あれなん

ですけれども、先ほど来の他校との学校間

交流の話がありました。そのことに関して、

この収蔵品を使うことは考えられないのか

というようなことですけれども、これは現

在、例えば西地区、西のほうでは、小学校

と中学校の一貫性を持たせるための協議会

などが行われてまして、そこで、その前に

小学校同士が関連性を持って教育を進めな

いといけないということが語られておりま

す。そういう中で、特に社会科とか生活科

という教科指導の中で、こうした展示物、

収蔵品の活用ということは考えられるので

はないかなというふうに思います。 

  それと、資料館の収蔵品をそのまま、一

覧性を持って学校に展示することは、なか

なか難しい問題があるというふうに思って
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おります。それは、一般の方々にも公開す

るということが原則となりますので、セキ

ュリティの問題でありますとか、それから

そうした、特にセキュリティですね。そう

したことを、学校のある部分だけを分けて

といいますか、そうしたこと、つまり資料

館の分室をつくるような、そんな形をセッ

トしなければならない部分もあるかもしれ

ません。そうしたことから、一覧性を持っ

て学校に貸し出すか、あるいは単一のもの

を貸し出すかということに関しては考えな

くちゃいけないんですけれども、そうした

形で学校教育に直接生かせるような形で、

この収蔵品を活用したいというふうに考え

ている次第であります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  郷土資料の資料はきっかけなんですよ。

それじゃないといけないわけじゃなくて、

ただ、子どもたちが何か豊能町に関係する

ものについて、常に教えるだけじゃなくて、

歴史を知ってる人に講義を受けるとか、そ

ういったんじゃなくて、子どもたち自身が

学んでもらって、それを実際に理解して、

ほかの子どもたちに教える、これによって

記憶の定着が図れる、そっちのほうが僕は

重要だと思ってるんですよ。子どもたちで

教え合うということが、ひいては学力の底

上げにつながると思ってますので、そこを

重視して検討していただけたらなと思いま

すけど、それでお答えいただけますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  永並議員のおっしゃった、子ども同士で

教え合うということはとても重要でありま

して、このごろの、ちょっと専門的な話に

なりますが、授業をどう進めるかというよ

うな研究会など行きますと、その共有化と

いいますか、協働化というようなことで言

葉を使うんですけれども、その子ども同士

がディスカッションして、そして学び合っ

てそれを発表するとか、それから、その発

表したことをみんなで共有し高めていくと

かというようなことは、非常にその授業を

よりよくする上で、非常に重要なことであ

るということが言われています。よって、

この収蔵品を活用してどうするかというこ

とに限らず、そうした共有性をもたらすよ

うな授業のレベルの向上といいますか、そ

ういうようなことについては、この収蔵品

に限らず、全体的な学力向上ということの

観点から、管理職などについて研修を深め

るようにしていきたいというふうに考えて

います。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  私もその必要性は感じてまして、それで

一つのきっかけとして、私は私なりのプラ

ンとして、案として出しましたので、ぜひ

とも教育委員会のほうでも、その似たよう

な、こういったことでもできるよというん

であれば、対案的な形でそれを示していた

だけたらなと思いますので、よろしくお願

いします。 

  続きまして、ユーベルホールの活用方法

についてです。 

  私は以前から、文化の方針を出してくれ

と言ってます。昨年も館長を選ぶ際に、館

長を選ぶより先に、豊能町の文化の方針を

つくる必要があると指摘させていただきま

した。その理由は、幾らすばらしい館長を

選んだとしても、豊能町の方針がなければ、
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財政難になるたびに、今回のように、３年

計画だったものを１年で終わらせ、２年間

は先延ばしにするというようなことになっ

てしまうからであります。だから先に文化

の方針をつくってくれということを口酸っ

ぱく、将来ビジョンと一緒なんですけど、

言ってました。そうして、予算審議の直後

に照明が壊れたということで修理をしまし

た。今議会で報告されましたが、話を聞い

ていると、壊れるたびに修理をするという

ことでよろしいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  もともと、改修計画というのは３年計画

で、年間4,０００万円で順次という計画を

持ってたんですけれども、昨年、財政健全

化プランというところで、さらに町財政の

健全化というところで、苦渋の選択という

ところで改修時期を延期という決断をいた

しまして、その中でふぐあいのある部分を

ふぐあいの出る都度改修しながら、大規模

改修時期を待つという選択をさせていただ

いたところです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  では、イベントの本番中に、今回はリハ

ーサル中にとまりましたけど、イベントの

本番中に照明、音響が壊れたらどうするつ

もりですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  今回、照明設備でふぐあいが出ましたの

は照明の調光卓なんですけれども、マニュ

アル操作では何の問題もなく、調光がまだ

可能なんですけれども、プログラミングを

行って、舞台の進行に伴って調光を自動的

に行うという、この部分なんですけれども、

本番ではこれまで問題なく動いてたんです

けれども、リハーサルでは何回もプログラ

ムのやり直しというところで、情報量をた

くさん一時に入力しますので、ＣＰＵの劣

化に伴ってついてこなかったというところ

で、今後、本番で起こる可能性もあるとい

うところで交換をさせて、交換というか、

プログラミングができる調光卓を予備卓と

して、補助卓として設置させていただいた

というところです。 

（発言する者あり） 

○教育次長（今中泰行君） 

  今後、本番でふぐあいがでると想定され

る部分はございますが、それに対しても部

分改修というところで何とか対処して、本

番でストップすることのないように対処さ

せていただきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  本番でとまったら、それで終わってしま

いますよね。すぐに修繕できるようなもの

じゃないでしょう。そこを聞いてるんです。

そうなったら多分、賠償問題とか、いろい

ろややこしい問題になると思うので、そこ

はどう考えておられるかということをお聞

きしてますので、お聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  それがないように、今回、修理をしてい

るんですけれども、実はリセットが可能な

んですね。つまり、ぱたっと落ちたときに、

ヒューズが飛んだというのは、また別です

けれども、要するに電子機器がちょっと都
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合悪くなってますので、一旦消えてもう一

回リセットして、それで立ち上がるという

ことでございますので、何とかそういう方

法を、技術的にはとらざるを得ない状況だ

ろうと思います。今後それは修理していき

ますけれども、その際、本当に劇のクライ

マックスで落ちたということになりますと、

やはりそれは団体への、とても辛いことに

なりますので、その折には当然協議して、

それなりの対応方を考えなくちゃいけない。

もしそれが何らかの費用的弁済とかいうよ

うなことがありましたら、それを受けて、

そうするかどうかは別にしまして、そうい

うことも考えなくちゃいけないかもしれま

せん。そんなことがないように、できるだ

け、要するにそうした機能不全といいます

か、そういうのが起きないように、今、ユ

ーベルホールはそのまま使い続けるという

方針がありますので、その機能をきちんと

もたらせるようにしていきたいと考えてい

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  時間ありませんので、簡潔にお願いいた

します。 

  というのは、今、ユーベルホールのイベ

ントって、館長であったりいろいろな、ユ

ーベル寄席もそうですね。この間の、みん

な楽しくファミリーショーもそうです。大

体人脈で行っている部分というのが非常に

多いんですよ。それでこういったことを、

もう既に皆さんは知っておられる。じゃあ

怖くて呼べないわけですね。呼んだにもか

かわらずホールが、もしかしたらそういう

危険性を含んでいるという、そういう現状

があるんですけど、町長、これから文化の

ユーベルホール、どういうふうに活用する、

予算見送ってますよね。どういうふうに活

用していくつもりかお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  ユーベルホールを続けるということは明

言しているところでございますけれども、

活用については、豊能町の文化の振興のた

めに使っていっていただきたいと、より多

くの方に使っていただきたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そういうリスクを含んで、いろいろな芸

能プロダクションとかに賠償問題とかにな

ったら、豊能町のマイナスイメージ、すご

いことになりますよ。そういったことを踏

まえて、見送られたんですよね、修繕とい

うものを。だから、そういった場合のこと

はどういうふうに考えておられますかとい

うことを聞いてるんです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  そういったことがないように最善は尽く

してまいりたいというふうに思っておりま

すし、そういったことが残念ながらもしあ

れば、それはそれで適切な対応はとってま

いりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そんなの怖くて、その人脈で行っている
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と言いましたよね。なかなか、そんな、そ

の人の顔を潰すようなもんですよ。そこら

辺わからないですかね。やはりそういった

ところはないようにするというのが、僕は

必要だと思いますよ。 

  私が考える方針というのは、町長が言う

漠然としたもんじゃなくて、僕が、なぜ文

化の方針をどっかで決めなあかんかという

のを言ってるかというと、行政が示された

改修計画、３年の改修計画って、ユーベル

ホールの当初の、バブル期に建てられた当

初のものに戻そうというものですよね。そ

のために照明や音響も、現在もそうですけ

ど、専門家しか使えないような状況になっ

てます。1,０００万円もするスタインウエ

イのピアノもあります。世界に、これが世

界に１台しかないピアノというのであれば、

他のホールとの差別化を図ることもできま

すが、若干、1,０００万円程度であれば、

スタインウエイのピアノっていろいろなと

こ置いてますから、それで客を、いろいろ

魅力あるということにはなかなかつながら

ないのかなというふうに考えてます。それ

で、私が考える文化の方針というものは、

基本に立ち返れということですね。それは、

多くの人に見て、聞いて、感じてもらう、

そして喜んでもらうということです。その

ために高いピアノは要るのか。専門的な音

響、すばらしい音、いろいろなところはど

こまで追求しないといけないのか。そうい

う照明は要るのか。そうしなければ文化と

いうものは育成できないのか。確かに一流

というものがあるのはすばらしいかもしれ

ませんが、それをこのような豊能町の人口

減少が続く財政難の豊能町でそれを維持す

る必要があるのかということなんです。私

はこれから豊能町のような地域の文化ホー

ルの役割というものは、気軽に文化を楽し

んでもらうということを前提に置くべきな

のかなと考えています。そしてそこから文

化に触れて興味を持ったら、クラシックな

り、専門的なホール、ほかにいっぱいあり

ますから、そういったところに行っていた

だいたらいい。豊能町は、子どもたちであ

り、気軽に近くにあるいろいろなイベント

を感じられる、そういったとこに特化する

べきなんじゃないかなと。そうすれば、照

明であり、いろいろな、音響であり、バブ

ル期の当初のように戻すのではなくて、も

っと簡易なものに戻すという方法も出てく

ると思うんですよ。そこの方向性というも

のを先に決める必要があると言ってるんで

す。そこに決めないと、今回のように財政

難になるたびにおくらせます。それで何か

事故があったら、もしかしたら賠償問題、

起こらないように祈ってますって、トップ

とは思えない答弁、平気でおっしゃるんで

すよ。そういうことが起こらないように対

策をとるのが仕事なんです。そのために方

針をつくれということが、口を酸っぱくし

て言ってますが、そこについてはいかがで

すか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  ついこの間の教育委員会会議で、社会教

育委員会、新たに６人でしたか、選ばれま

して、それまでは数多かったんですけども、

選ばれました。その席、その場、社会教育

委員会に出て感じるのは、社会教育委員会

って何をするのかというようなことが聞か

れるわけでありまして、それで今度、教育

委員会としては、社会教育委員会というの

は社会教育、生涯学習、文化行政等々に関

して検討して、そして教育長にそれを進言

する係なんですね。教育長はそれを具体化

するというようなことが法令で決まってま
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す。よって、今、永並議員がおっしゃった

ことについては、少し十分に、これまでな

かったのかもしれませんけれども、社会教

育委員会に正式に諮問しようと思うんです。

このまちのその文化行政、スポーツ行政、

あるいは資料館等々をどういうふうにして

いくのかということについてを、もちろん

教育委員会で考えますけれども、その際に

は議員の皆さんも、そうした考えの参考に

なるお話をしていただいて、少しおくれば

せでございますけれども、社会教育委員会

の協議を中心にそうしたことを考えていき

たいと思っております。教育委員会として

はそう思ってます。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  文化の方針といたしましては、ユーベル

ホールで活動の場の提供、すぐれた芸術文

化に触れる機会の提供、芸術文化へのモチ

ベーションの向上、文化財の保護と活用と、

こういったことで活用していただければと

いうふうに思っております。より多くの方

に、やはり活用していただいて、今でもロ

ビーコンサート等々やっていただいており

ますけれども、多くの方に御活用いただけ

ればと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  だから、それが抽象的過ぎると言ってる

んです。具体的にと言ってますよね。僕は

具体的に出してますやんか。だから具体的

につくってくださいよ。１年前もつくられ

るとおっしゃったんです。ぜひともそこら

辺は教育委員会とも話しして、何かあった

ら本当に豊能町の責任問題になりますから

ね。今のような状態やったら、本当に、呼

んでくれてる人の顔を潰すような感じです

から、本当にそこは真剣に考えていただき

たいと思います。 

  それで、もう時間近づいてますけども、

最後に特徴的な教育についてお聞きします。 

  教育のまちと言いますが、豊能町、他市

町村で行っていない特徴的な取り組みは、

何か実施しているかお聞かせください。答

弁長くなると困るので、実施してなかった

らしてないで結構です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  他市町でやってないようなものの取り組

みというものは、特に私では思い当たるも

のはございません。地道な努力を積み重ね

ているところです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  やっぱり教育のまちと言ったら、他市町

村から、すごいな豊能町、先進的な取り組

みをしているなというものが必要だと思い

ますよ。やはりとよのんで豊能町を知って

もらっても、中身なかったら、別にほかの

とこと変わらへんやんかということになっ

て、余計マイナスイメージになりますよ。

やはりそこ、知らない人たちにとよのんを

使って知ってもらうんやったら、豊能町の

中身というものを充実させておかないとい

けないんです。そこら辺、町長、御理解で

きますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 
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  お答えいたします。 

  先ほど、他市町村でやってないものはと

いうような話ありましたけれども、実際、

特徴的なものとしては、吉川小学校では田

植えとか、そういったことで農業体験、こ

れまたＮＨＫで取り上げていただきました

し、これも特徴的だと思っております。そ

れとまた図書館。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  図書館におきましても、それぞれの方が、

学校の先生が進めることということでやっ

ておられるということでございます。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  してないことというか、こういう特徴的

なことをしていると。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  こういう特徴的なことはしておりますと

いうことで。ですので、他都市で全くして

ないかというと、そこまではわかりません

けれども、そういった特徴的なことはして

おります。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  だって、先ほど教育次長言ったことと。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩いたします。 

（午前１１時３０分 休憩） 

（午前１１時３４分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  他でやってないということについては、

ないです。済みません。ちょっと特徴的な

ことについて述べてしまいましたけれども、

ほかでやってないということは、ないとい

うことでございます。 

  以上でございます。訂正させていただき

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  さらに、教育委員会、必死でお金ない中

で考えているんですよ。やはり教育のまち

というんであれば、やはりそこに予算とい

うものをある程度つけて、何か考えろって

しないと、幾らアイデア持ってても何もで

きないですよ。そこら辺はどうお考えです

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  確かに教育問題、教育、大事だと思って

おります。その辺につきましては教育委員

会のほうでも大阪府費、国費なんかも活用

していただきながら、鋭意努力していただ

いているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  やはり町長の采配で、教育のほうに、わ

ずかでもいいから、もっと予算つけないと、

今までアイデアだけでやれといっても限界

ありますからね。そこら辺はぜひとも前向

きに考えていただきたい。そこで提案があ

ります。 

  豊能町の強みを、やはり生かす政策、施
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策を打つ必要があります。それで提案して

いるのは、幼保小中の一貫教育であります。

小中一貫教育、これはもう日本全国いろい

ろなとこがされてますし、先日のニュース

では国でも取り組みを検討始めたというふ

うになっております。当然していただいた

らいいことなんですが、豊能町は幼稚園を

直営でやっております。これは豊能町の強

みと思っております。ですから幼保小中の

一貫教育というものを進めるべきではない

か、それが豊能町の魅力の一つになるので

はないかというふうに考えてます。昨今で

は、子どもたちの才能というものは３歳か

ら５歳まで、すごい若年のうちに生かされ

るということもありますので、その幼稚園

の期間、保育園の期間をいかに工夫した教

育をするのかというのが非常に重要になっ

てくると思います。その点に関していかが

お考えかお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  平成２２年に、もう既に提言がありまし

て、基本的には複数の学級があったほうが

いいとか、それから一貫性を持った教育を

進めるべきであるというのが出ております

ので、それを受けて学校規模などを考えな

がら、基本的には教育論として重要なこと

を考えていきたいんですけれども、学校の

再配置について検討を進めています。教育

内容を維持し向上していくために、教育論

としての立場から小中一貫教育を推進して

いきたい、それに幼児教育をきちんと連結

させたいと考えています。現在、合議体と

しての教育委員会が小中一貫校に幼児施設

を連結させて幼保小中学校といったような、

そんなことができないかどうか、そして魅

力ある保育、教育は進めることができない

かどうかについて、教育委員会会議におい

て時間をとって、その可能性や課題につい

て検討を進めることにしております。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひとも、財政健全化プランでは、何か

幼稚園を民営化とかいうとんでもないこと、

私はとんでもないことと思っているんです

けど、そういったことも出てましたけど、

やはり豊能町の強みの部分を、他市町村に

は持ってない強みの部分を政策に反映して、

それでＰＲしていく、魅力を発信していく

ということが非常に重要だと思いますので、

そこら辺はぜひとも検討していただきたい。

それで、豊能町にやはり住マイル助成なん

かで多分人来ません、正直申し上げて。も

う本当に１年後どういう結果になるか、１

０世帯、もともと家を買う人が買われるの

かな、もらう、お金を配るだけかなと思っ

ております。やはり豊能町、中学生までは、

例えば全て無料、給食費、医療費、これは

莫大なお金かかりますよ。でも私は本来、

教育というものは誰にでも平等であるべき

と考えております。でもしかし今は、東大

生の半数というものが年収1,０００万円と

いうデータも出てます。ということは、要

は収入によって、学歴によっても、学歴も

差が出てるという現実なんですね。やはり

お金、生まれたとこによって、習い事は例

えばできなかったとしても、お金のかかる

フィギュアスケートとかゴルフなんかはで

きなかったとしても、勉強さえ頑張れば公

立でも、誰でも大学に行けるという体制を

本当は国が調えていただく必要があると思

ってます。だから、負担は大きいですが、

それくらいのことをしないと、もう医療費



 

 2－35 

だって中学生まで無料ということをいろい

ろなとこがやってますよ。そうしたら豊能

町でも、それに負けないぐらい教育に力を

入れるというのであれば、そういうことを

取り組んでいく必要があると思います。児

童手当とか現金配ってますけども、何でお

金をばらまくようなことしかできないのか

なって、国を含めて思っております。やは

り必死で集めた税金を、１人では使えない、

１人ではただのお金だったとしても、スケ

ールメリットを生かしたらもっと大きな活

用ができる、有意義に活用できるというこ

とで、学校なり、そこの機能の充実のほう

に私は力を入れていただきたいんですね。

すぐには、これは当然のことながら、お金

も莫大にかかることですから、できないと

思いますけども、今後に当たって試算して

いただきたいと思うんですよ。例えば１人

当たり幾らぐらいかかって、例えば年収５

００万円の世帯の方が1,５００万円ぐらい

の価値、固定資産税とかも考えてですね。

じゃあ何人が豊能町に来たらそういうこと

をできるのかということも、一度検証する

というのは僕はおもしろいと思うんですよ。

そういったことを検証していただきたいん

ですが、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  今、具体にいろいろお示しをいただきま

した。そこは財を投入して、教育環境、子

育て環境を調えていくということです。こ

れは幾多の施策の中で、どのようにバラン

スをとっていくのかということとして考え

ていきたいというふうに思っております。

御提案いただきました、御指示いただきま

したプランについては、検討は続けていき

たいというふうに思いますが、限りある財、

どこにどのように集中的に投入するのかと

いうことで、その視点を持って検討してい

きたいというふうに思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  それではちょっと最後に、また町政全般

のほうに最後戻っていきたいと思います。 

  一つの提案は起業家の誘致であります。

豊能町に企業誘致、町長、何か不動産会社

とか個人商店みたいなところを回って、企

業を回ってるというふうな、ちょっとずれ

た話をずっとされてますけども、やはり立

地を考えてもなかなか、豊能町の財政をど

うこうするような企業というものを誘致す

るのは、なかなか難しいのかなというふう

に考えています。それならば逆転の発想で、

会社を設立したいと考えている若い世代、

起業家ですね。それを一から育成すればど

うかという提案であります。そして今、徳

島のほうでも、ＩＴ企業なんかは日本全国、

どこにいたっていいわけですよ。徳島のほ

うに集めて、そこからＩＴ企業がいろいろ

なとこに会社が設立され、そこでいろいろ

なイベントが行われているんですね。豊能

町、大阪から１時間ほどで来れる場所です

よ。やはりそこに人を呼び込んで起業家を

手助けするような、呼び込んで、そこに豊

能町のもう一つの特徴って、サラリーマン

出身の方が非常に多いということなんです

ね。ということは、会社に必要な人材が全

てそろっているということなんです。思い

つきで、こんな会社したいと思っても、や

はりそこには経理のアドバイスであったり

人事のアドバイス、いろいろな管理のアド

バイスというのが必要なんですけど、そこ

に豊能町の人材、経験者、サラリーマン経

験者の方のお知恵をいただいて、若手起業

家、起業したい、こんなことを会社にした
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いんだという方を育成していく、こういう

ことができれば豊能町を一つ盛り上げる起

爆剤になるんじゃないかと思いますが、い

かがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  本町では起業家の誘致というよりも、企

業の誘致ということをこれまで申し上げて

きたところでございまして、具体的にこう

いう交渉をしているということは御紹介は

できませんけども、企業誘致ということで

呼びかけをしているという中でございます。

その中で起業家の誘致についても、できる

ことならば呼び込みということに努めてま

いりたいというふうに思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひともその企業、今、動いている結果

を早急に示していただきたいと思いますけ

ど、先ほども最初に言いましたように、企

業を誘致ということは、それは誘致してい

ただいたらありがたい。でも、例えばシャ

ープの亀山工場であるとか、そういう起爆

剤になるほどの誘致というのは、僕はしん

どいと思います、現実問題としてね。であ

るならば、今、多くの若手起業家がパソコ

ン１台で起業してるような時代ですよ。そ

こを後押しすることでもしかしたら豊能町

で生まれた企業が数年後に化けるかもしれ

ないんですよね。それがＩＴ分野なんです

よ。だからそういったところに、例えばど

こかの、本当は自分の頭の中では統廃合し

た後の校舎の中に、そこに誘致してという

ことを考えているんですけど、そういった

場所を提供する、パソコン、機材の提供と

かをして来ていただくということを考えて

はどうかということを言ってますので、も

う一度答弁をお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  確かに、ＩＴ環境を充実させて、そうい

う若者、起業家を呼び込んで成功している

まちがあるということは存じております。

我々もそういうことができたらなという思

いはありますけども、どのようにしたらよ

いのか勉強不足でございますので、今後勉

強してまいりたいというふうに思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひとも前向きにいろいろなことに取り

組んでいただけたらなと思います。そうし

ないと豊能町って、財政ない、何もない、

どんどん苦しいような状況になっていきま

すので。 

  もうちょっと時間がありますので、もう

一個だけ教育問題、済みません、質問させ

ていただきます。 

  先生の教える技術のレベルアップについ

てであります。これは、私はもう以前から、

先生によって居眠りする先生であったり、

現実にいましたから、子どもが居眠りする

授業であったりというのがありましたから、

予備校であったりいろいろな塾に見に行け

と、同じ先生の研修って、同じ公立の先生

の中での研修が多いんですよね。それを民

間企業、塾とか、敵かもしれないですけど、

教えるということに関しては同じですから、

やはりうまいですよ。今だったら、今でし

ょの林先生なんて、やっぱり引きつける力

というのを持ってますよ。私がちょうど予

備校に行ってた２０年ぐらい前に、ちょう

ど河合塾のほうでサテライト授業というの
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が始まりました。東京での授業、有名講師

が日本全国どこにいても見れるようになっ

てるんですね。今、昨今では武雄市のほう

でタブレットを使った教育というものを実

施されています。やはりそういったことで、

均等な、教える環境というものを調える必

要があると思いますが、豊能町ではどうお

考えかお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず、教えることの模範というところで

は、昨年、本年度もなんですけれども、塾

の先生とはいかないんですけれども、教え

ることをプロとして研究しております、筑

波大学の附属小学校の先生をお招きして、

師範授業を見せていただく機会をつくらせ

ていただいております。 

  それと、タブレットの活用ですが、その

辺も重要と考えておりまして、昨年度から

小学校、コンピュータの機器の更新をして

おりますが、その際には教室へ持ち込める

タブレットということで、授業に活用させ

ていただいておりますので、順次更新の際

には導入させていただきたいと思います。 

○９番（永並 啓君） 

  ありがとうございました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時からといたします。 

（午前１１時４８分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  理事者から発言を求められております。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほど、永並議員の御質問で、ふるさと

寄附の使い道について、寄附された方にお

知らせをというような御提案がございまし

て、その際、私、検討させていただくとい

うような旨のお答えをさせていただいたん

ですが、ルールといたしまして、ふるさと

寄附の促進事業の実施要項がございまして、

その中で、使い道についてはお一人お一人

にお知らせをするというルールになってご

ざいます。先ほどの答弁間違っておりまし

たので訂正をいたしますとともに、おわび

を申し上げまして、今後このお知らせにつ

きましては、リピーターをふやすというよ

うなことも含めて、まめに、丁寧に行って

まいりたいというふうに思います。よろし

くお願いいたします。申しわけございませ

んでした。 

○議長（竹谷 勝君） 

  次に、橋本謙司議員を指名いたします。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ４番・イノベーションとよのの橋本です。

理事者の皆さんにはわかりやすい、前向き

な答弁をぜひともよろしくお願いいたしま

す。 

  それでは、通告書に沿って質問させてい

ただきたいと思います。 

  まず、光風台駅前エスカレーターの更新

についてでございます。３月議会の審査、

審議において、本年４月の建築基準法改正

に伴うエスカレーター更新に与える影響に

ついて議論があったとこですけども、その

あたりについて建築主事の見解等々、どの

ような結果だったのか、まずお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 
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  建築基準法が改正されまして、エスカレ

ーターの落下防止措置の設置が義務づけら

れました。この改正は今後、新規もしくは

大規模改修としてエスカレーターを設置・

更新する場合に該当するものでございます。

光風台駅前エスカレーターは、２号機、上

のほうですけども、これにつきましては地

盤に密着しているため、落下防止措置はす

る必要がありません。一方、１号機のほう

は橋脚で支えていることもあり、大規模改

修の場合は落下防止装置を設置する必要が

あるとの見解ですが、今回のリニューアル

は修繕という位置づけとなりますので、落

下防止を行う必要がないと判断しておりま

す。さらに、道路構造物であり、建築基準

法を準拠することとしておりますが、法律

に抵触することはございません。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これまさしく、今の豊能町の姿勢をあら

わしてて、多分法的な問題、安全性につい

てということになると思うんですね。法的

にはそうかもわからんけども、けどそもそ

もの建築基準法でそういうふうに定められ

ているものに対して、法に触れんから大丈

夫なんやということやけども、安全性上は

どうですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  安全上は、今の落下防止措置とるのとど

うかということになりますと、当然その落

下防止装置をつけるほうが安全であるとは

考えておりますが、今申し上げましたよう

に道路構造物ということで、建築基準法の

網をかぶっていないということから、そう

いうふうに判断したものでございます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれ、同じエスカレーターで、

たまたま道路構造物だからいいと、それは

僕ちゃうと思いますよ。僕自身は、前から

言うてるようにエスカレーターはあかんと

思ってます。最終的にやっぱりエレベータ

ーのほうが絶対に、いろいろな観点から見

てええと思うけども、仮にエスカレーター

をやるんであれば、人命、安全というのは

最低限やっぱり確保せなあかん。それも当

たり前やと思うけども、そのあたりどう考

えてます。いや、仮にこの法、関係ないん

やと、絶対安全やと言い切れるのであれば

いいけども、本来国が東日本大震災を終え

て、それ以降こういうふうな対策を打つべ

しというふうに言うてるにもかかわらず、

それをしないというのは、僕はそれはちゃ

うんちゃうかなと思うし、この前からずっ

と一緒ですよね。障害者基本法に抵触する

んちゃうんか。それ関係ない、関係ない。

そうじゃないと思うんですよね。確かに法

をクリアすればそれでいい、それは行政の

仕事かもわからんけども、やっぱりこと安

全、人命については、そこは最低限譲れん

とこちゃうかなと思いますけど、そのあた

りもう一遍答弁してください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かにこれ、法には抵触はしてないです。

ただ、もともとこれ、屋内の中である分で、

非常にかかりが少ないようなもの、そうい
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ったものが過去に転落したということがご

ざいまして、今回こういった法律改正がな

されたと。今回は基礎に密着したような形

でできておるので、こういう問題はほぼ起

こりづらいとは思いますけれども、ただ一

方で、これワイヤーをかけるということだ

けでも適用できますので、そういったこと

は、１号機の１カ所部分だけになると思う

んですけど、そういったことは当然ながら

やってまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  正しくは、今のが正しい回答ですね。僕

もそれは知ってました。本来はそういうふ

うなワイヤーで、そういうふうな保護する

というか、補助をするということが最低限

しなければいけないこと。本来、今さっき

部長がおっしゃられたような対策は、僕は

あり得へんと思います。その辺はやっぱり

しっかりと考えておくべきやなというふう

に思いますので、ぜひともよろしくお願い

します。 

  次に、こちらも３月議会の審査、審議に

おいて、基礎のかぶりだとか基礎の強度等

についての議論になりましたけども、この

あたりについての最終的な検証の結果及び

その対策についてお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  基礎の強度につきましては、昨年度シュ

ミットハンマーで確認しておりますが、設

計基準強度は満たしているところでござい

ます。本年度の予定では、昨年度、非破壊

検査でできなかった部分の検査と、実際に

コンクリートの強度を測定するため、コア

の採取をし、圧縮検査を行い、鉄筋と鉄骨

の調査を行うことで手続を進めてまいりた

いと思っております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ３月議会で、うちの会派自体は通し

たくなかったけども、結果として議会の承

認を得て通ってしまったけど、僕らが聞い

てるのはそんなことじゃなくて、実施設計

の費用で５００万円というふうに聞いてた

はずです。今の件は全然全く予算の件につ

いても聞いてませんけども、当然それもや

った上で実施設計もやる中での５００万円

で当然いけるということの解釈でよろしい

ですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  去年できなかった部分につきましての調

査設計につきましては、この３月議会でい

ただきました５００万円とは別に、先に、

その中に含まれるかどうかということにつ

きましては、別に先に発注をさせていただ

いて、そこでの予算が足りるかどうかとい

うことになってくるかと考えております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ちょっと今、ようわからん回答やったけ

ども、とりあえずはやってみるけども、５

００万円で足りるかわかりませんというふ

うに、今、聞こえましたけども、それでよ

かったですか。それはええけども、それも
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含めて、今現状、予算が可決され、それ以

降の実施設計の進捗状況も含めて、今さっ

きの答弁とあわせてお答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  一応、先ほどお答えさせていただきまし

たように、５００万円以外に去年の続きの

分で必要ではないかと考えております。実

施設計につきましては、その委託を先にか

けまして、その結果が出ないと実施設計に

は入れませんので、その後、実施設計を発

注していきたいというふうに考えておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  それであれば、当然この基礎の、もう一

度の確認等々含めての、今さっきおっしゃ

った委託の結果をもって最終的な実施設計

に進むということで、当然、町長の方針は

変わりはないと思いますが、その結果いか

んによっては、エスカレーターではないも

のの更新ないしはエスカレーターの更新を

断念せざるを得ないという状況にもなると

いうことでしょうか。お聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  先ほど一番最初に部長のほうから答弁を

させていただきましたように、法的にはク

リアをしておるけれども、新しい基準がで

きてしまったと。その基準に照らして今ど

うなのかと、これをまず調べさせていただ

きたいと。そうしませんと、やはり大きな

お金をつぎ込んで、今後何十年という長き

にわたって使うものですから、万全を期し

た形をさせていただきたいということで、

今、御説明をさせていただいております。

もし、その結果が著しく、強度的にもしく

は設計的に、構造的に不適格であるという、

もし答えが出たならば、先ほど御説明しま

したように、今の法律に、準拠ではなくて

適用を受ける状況になってくると思います。

そうしますと、恐らくかかる費用が今のよ

うなレベルではなくて、かなり大きなもの

になってくるというふうに思います。思い

ますが、そこはそのときに積算をいたしま

して、そのときにまた議会にもお諮りをし

て、新たな方針ということになっていこう

かというふうに思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり、我々自身も、やっぱりそこと

いうのは最低限見るべきやというふうな思

いはあります。そこについては、これは財

政的な問題等々を度外視しても、そこは町

長がやりたければ、僕はやったらええと思

うけども、やっぱりそこの人命、安全とい

うものだけは絶対最低限守った上で、それ

は法の抜け道で、それは何か今かかってへ

んからオーケーですわみたいな、そんなこ

とではあかんと思うので、その辺について

はしっかりと、ぜひともお願いしたいなと

いうように思います。ただ、この件につい

ては、もう３月議会で議会としても予算が

承認されているので、これ以上質問しても

むなしいだけですのでやめておきますけど

も、ただ最後に１点確認したいのは、今回

のこのエスカレーター更新に伴う行政の検

証という意味での進め方ですね。これにつ

いては僕は大いに問題があると思う。多分

こういうことを続けると、行政としてはも
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う全然まずいと思いますね。その辺につい

て、僕自身は今回の行政の検証の仕方等々

についてはだめだという評価もしてますし、

だから予算も最終的には否決した、否決と

いうか反対したということもありますけど

も、今回の行政の進め方について、手続、

進め方は問題なかったか、最後に確認して

おきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然、行政的にもいろいろな事案に基づ

いてやはり判断していくに当たって、いろ

いろ検証というのは当然これは必要なこと

だと認識はしております。今回に至りまし

ては、私といたしましては、以前から申し

ておりますように、これ１２回にわたって

検討してきたと、行政も地元の方も入って

検討してきたということもございましたの

で、私としては今回の事案については、も

うこれで進めさせていただいているところ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり僕は、過去の経緯、経過、最終

的には、やっぱりそこは行政が責任を持っ

てやる、やっぱりそこの段においては、僕

はもっと、もっと、詳細の検証というのは

必要だったのではないかと僕自身は思って

ます。その中で先ほど永並議員の質問の中

にも、魅力ある施策を打ったらどうやと。

そこについては副町長は、やっぱり投資的

なバランスをしっかりと検証しながら考え

てやっていきたい。それは当然そうですよ。

多分職員の皆さんもそう思ってる。けども、

この件については２５年間で２億4,０００

万円も投資する、これ年間1,０００万円で

す。1,０００万円あったら、僕はもっと違

うことができる。例えば一緒に住マイル助

成３００万円、そんなこと言わんと、もっ

と、もっとそこに人口をふやす、少子化、

子育て、そんなとこにもっと別の金を僕は

いけると思う。そんなことも考えたら、多

分、普通の行政マンやったら、エスカレー

ター、エレベーターどっちがいいですか、

僕はエレベーターって多分言うと思う。や

っぱりその辺も、やっぱり考えながらやる

べき。確かに町長の公約を守ることは大事。

やっぱりそこら辺の職員の思い、気持ち、

財政再建に向けてやろうとしている、そこ

らと僕は多分ここはつじつまも合わへんし、

きっとあなたのリーダーシップ、求心力と

いうのが一挙に僕は落ちてると思う。それ

は僕の知ったことちゃうからどうでもいい

ですけど、ただ、僕それはひいては豊能町

のためじゃないって僕は思ってるんです。

その辺は別に最終、この後、大規模改修、

修繕に進んでいく、それは当然、議会の責

任もありますけど、それはもう仕方ない。

だから今後、やはり先ほど申し上げた安全、

人命ということだけはやっぱりしっかりと

最低限確保していただくようにぜひともお

願いをしたいと思います。これ以上やって

もむなしいだけですので、やめます。 

  次に、中学校給食について質問をしたい

と思います。 

  本年４月に保護者のニーズ等々を受けて

いただいて、また大阪府からの方針等々に

ものっとっていただいて、学校給食を中学

校でも始めていただきました。ただ、さま

ざまな声を、今、生徒、保護者からもお聞

きはしてます。そんな中で教育委員会とし

てアンケート調査等はしているのか、まず

お聞きします。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  本年５月に、中学生、生徒全員を対象に

した中学校給食に関するアンケートを実施

しております。内容については、御飯、お

かず、汁物、それぞれの味つけ、量、それ

から食べずに残したかというような問いか

けをしております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  その結果についてお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  簡単な概要でございますが、まずは中学

校の今の給食が好きですかという問いにつ

いては、約半数が好きと普通、そのかわり

に約半数が嫌いと、結果となっております。 

  それから、豊能産のお米、この御飯はお

いしいと思うかという問いについては、９

割以上がおいしい、または普通と答えてお

ります。 

  それから、御飯、おかず、汁物の量につ

いては、半数以上がちょうどよいという回

答です。 

  それから、味つけについては、大体半分

がちょうどよいというところで、全ての生

徒が満足しているとは言えないんですけれ

ども、スタートとしてはおおむねまずまず

と考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ、先般うちの会派で中学生と一緒に

中学校給食を食べさせていただきました。

そのときにクラスの子にも聞きました。弁

当と給食どっちがいいかなということを聞

くと、やはり同じで、６割は弁当がよかっ

たというふうな声を聞いてます。 

  一方、改善意見、何か問題点ありません

かということに対しては、例えばカレーの

後のみそ汁には、容器にカレーのにおいが

ついたままで、かなわんという声。あとは、

容器の洗浄不足で、過去の野菜が乾燥して

ふたについているようなこともあった。あ

と、マヨネーズ等の調味料が、おかず、マ

ヨネーズのあれですね、チューブというか

パッケージに入ったやつがおかずと一緒に

入ってるので不衛生ちゃうかというような

こと。一番多かったのが、やっぱりおかず

が冷たくておいしくないというような声を

聞いてます。 

  もう一方で、いいことってあるって聞い

たら、これすごいですね、やっぱり。保護

者にかける負担が少ない。栄養バランスが

いい。あとは持ち物が少なくていいという

ような声がありました。これは子どもなり

のあれやなと思いましたけども、ただ、僕

自身、一緒に食べさせていただいて思った

のは、やっぱり改善できる点は早期に改善

せなあかんということ。ただ、やっぱり全

員が同じものを一緒に食べれるということ

は、僕はそれはそれですばらしいことかな

というふうには思ってます。 

  もう一つは、やっぱりクラスで和気あい

あいと食べてる雰囲気というのも、これ弁

当のときはそうじゃなかったらしくて、給

食になってやっぱりそういうふうに、みん

なが同じときに同じものを食べるというこ

とになって、ちょっとは雰囲気変わってき

ましたというのは学校の先生もおっしゃっ

てました。その辺については非常にいいこ

とかなというふうに感じましたけど、やっ
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ぱりすごく受けが悪いというようなことが、

ぱっと聞いた感じではあったかなとは思っ

てます。やっぱりハンバーグとか豚キムチ

なんかは冷た過ぎて全然よくなかったみた

いな声もあったり。ただ、やっぱり嫌いな

ものが入ってるとか、そういうわがままも

ありましたけど、いや、それはあかんでと、

それはやっぱりちゃんと自分らが好き嫌い

もなくすように食べなあかんよということ

は言いましたけど、やっぱり、まあまあ、

その辺は子どもなりの意見なり声を持って

るのかなというように思ってますけども、

今、先ほどアンケート結果ちらっと聞くと、

何か余りそこまで踏み込んだようなアンケ

ートではなかったんじゃないかというふう

に感じたんですけども、その辺逆に教育委

員会が今つかんでるアンケートに対してど

のような改善するかというような具体的な

ことはこれからやと思いますけども、ぜひ

ともその辺の分析も含めてね。もう一方は

やっぱり学校の先生の意見を聞いても、今、

給食になってから先生方も一緒に食べなあ

かんようになっちゃってる。それはやっぱ

り給食に何か問題あったときにすぐ対応で

きるようにということで、常に学校の自分

のクラスなりに行って食べてる。その分、

休憩時間がなくなって、ほとんど休めてま

せんねんみたいな声も聞きました。その辺

は先生らにがまんしてもらわなあかんかな

という点もありますけど、その辺もやっぱ

りよくよく聞いていってあげてほしいなと

いうふうには感じてます。 

  もう一方で、４月以降いろいろ、ビニー

ル片が入ってたりとか、髪の毛が入ってた

りという話もぽつぽつ出てるというふうな

話は聞いてます。これは４月以降に発生し

ている問題事象はということで質問入れて

ますけど、今あえてそれを先に言いました

けど、それは結構ですけども、いろいろな

問題が起こってますけども、その辺の問題

に対する今後の対策というのは何か考えて

おられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず、問題の対応ですが、異物混入等が

あった場合には、各学校長から報告を受け

るとともに、給食調理業者にその旨を連絡

して、原因の分析、それから再発防止策を

講じるよう指示をしてまいっております。 

  それから、給食委託業者からの原因報告、

それからてんまつ書等も踏まえまして、業

者に対しては、あらかじめ豊能町が示して

おります中学校給食の衛生管理マニュアル、

こちらのほうの履行について全力で取り組

んで、安心で安全な給食が提供できるよう

注意喚起を行うとともに、混入事案の程度

によっては口頭や文書によって注意を行う

とともに、教育委員会としても給食調理委

託業者の調理施設を立入検査を行うなど、

安心・安全が担保できるよう、常に監視し

てまいります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ、せっかく保護者のニーズも高くて

始めたことです。やっぱり今回私が述べた

ような改善意見とか、今回とったアンケー

ト結果等を踏まえながら、やっぱり改善で

きる点は早期に改善して、生徒も保護者も

喜んでいただける給食を、ぜひとも提供い

ただきたいと思いますのでこれについては

ぜひともよろしくお願いしたいなと思いま

す。 

  次の質問に移ります。 

  東能勢小学校の体育館のアスベストの問
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題については昨日からいろいろお聞きして

ますので、ここについては割愛をさせてい

ただきます。 

  そして次に残土問題ですけども、これに

ついてもほぼほぼ環境問題特別委員会でお

聞きしたこと等もありますので、その分は

省いて質問をしたいと思いますけども、三

つ目の、東能勢小学校入り口の安全確保と

いうことで、これは私、先般、特別委員会

の中でも、７時からダンプが出入りして、

そのときガードマンおらんかったことあり

ますよというふうな話しましたけども、そ

れ以降、結構もう７時３０分より以前にガ

ードマンが立っていただいているというふ

うなことの対応は、向こう独自でしてくれ

はったのか、協議の中でしてくれはったの

かわかりませんけども、改善されてるなと

いうふうに感心はしたんですけども、ただ、

希望ヶ丘の説明会の中でも、施行者さんは

当然協議には何ぼでも応じますよというふ

うなことをおっしゃってましたが、あの説

明会以降、その辺、施行者さんとの協議

等々どのようになっているのか、まずお聞

きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず、東能勢小学校の隣接地で行われて

いる行為でございますので、まずは保護者

に正しい知識を持っていただきたいという

ところで、先週末、ＰＴＡの役員さんなん

ですけれども、自治会の説明会と同様の情

報提供をさせていただいて、今現在、何に

基づいて何を行っておられる、どういった

経過でダンプが通ってるかというところを

御説明させていただきました。今後、教育

委員会、それから学校、ＰＴＡ、それから

事業者、この４者におきまして近々に児童

の安全対策、それから周辺環境対策につい

て、もう既に教育委員会とは協議を結んで

おりますが、その内容の検討をしてまいり

たいと考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりあれは基本的に事業としてやっ

ておられる以上、なかなかあれをとめると

いうのは非常に難しいと。ただやっぱりそ

この中で安全をしっかり確保するというこ

とは、やっぱりそこは町教育委員会、我々

もそうですけども、やっぱりそこの人命を

守るというのは最低限の責務やと思うので、

ぜひともその辺の安全確保に向けての協議

は、逆にこちらのエゴになるかもわからへ

んけども、ある程度のお願いベースではし

っかりとしながら、やっぱりその協議の土

俵にはしっかりと立ちながら、押せるとこ

ろは押して、ぜひともしっかりとやってい

ただきたいなというふうに思いますので、

よろしくお願いします。 

  あと、住民説明会の中で、多分、希望ヶ

丘、木代の中でも、住民からの意見、要望

というのは多々出てました。その中であの

当日答えられたこともあるし、答えられな

かったこともある。その答えられなかった

ことに対しての、今現状の取り組みについ

てどうなっているのかお聞きしたいと思い

ますけども、まず１点は迂回路、切畑の、

今、向こうの忍頂寺のほうに向かっていく

あの道が非常に狭い、暗い等々あって、そ

のあたりの対策をどのようにしているのか

という点について、まずお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 



 

 2－45 

  迂回路の件なんですけども、迂回路につ

きましては一応、街路灯の設置等の要望が

ございましたけれども、それについては現

段階では実施はしておりません。 

  それから迂回路の狭隘部分について、看

板とか注意喚起ということでございました

が、それにつきましては周知看板の設置及

び反射鏡による注意喚起を実施いたしてお

ります。 

  それから迂回路につきましてはパトロー

ルを実施してほしいという要望もございま

したので、それにつきましては警察の巡回

パトロールに加えまして、池田土木事務所

が夜間のパトロールを週１回やっておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  その辺、現場を通るとやっていただいて

いるなというのはわかるんですけど、ただ

１点だけ、今、抜けてましたけども、例の

忍頂寺のところの、ちょうどこちらから行

ったら天王福祉会のほうに抜ける細い道、

あそこについてはやっぱり非常に狭くて、

見通しも、見よう思ったら見れるんですけ

ども、あそこが非常に朝なんかの通勤時間

帯は混んで立ち往生するケースがあるとい

うふうにお聞きしてるんですけれども、そ

のあたりの対策を、例えばガードマンつけ

ようかとか、その辺の検討はされてるのか

どうか、まずお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えします。 

  その件につきましては、ちょっと大阪府

のほうからは情報は得ておりませんので、

ガードマンを設置されるかどうかいうのは、

また確認させていただきたいと思います。 

  以上です。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ、川上さんもおっしゃっていただき

ましたけど、前回の環境問題特別委員会で

も僕、申し上げた。実はこれ、もう僕は事

務局には確認はしてあんのやけども、基本

的には大阪府はつけてもいいよみたいなス

タンスもあるみたいです。ただその辺も含

めて町としての思いを、やっぱりしっかり、

あそこは確かに茨木市のエリアですけども、

今、迂回路を通らせているという住民への

負担も含めてどうすべきかというのは、よ

くよく考えていただいた上で対応はぜひお

願いしたいなというふうに思いますので、

よろしくお願いします。 

  この件の最後に、今回の残土問題等々、

やっぱり住民への情報発信というのは非常

に遅かったんちゃうかな。逆に希望ヶ丘の

自治会なんかは一生懸命、僕はやっていた

だいたと思ってます。そこは我々議員も反

省をせなあかん点かなと思いますけども、

それ以上にやっぱり行政の見せ方、情報の

発信の仕方、これ確かに大阪府の問題かも

わかりませんけども、そこはやっぱりこの

問題が起こった地域の行政として、そこは

やっぱりもっともっとしっかりと住民への

情報発信はすべきやというふうに思ってま

すけども、これは僕の評価です。行政なり

の評価はどう思ってますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  私のほうからは、ホームページを所管し
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ております部として申し上げますけども、

今回、一部の方からホームページが見にく

いという御意見いただいてますし、タイミ

ングが遅いというような御意見もいただい

ておりまして、それは真摯に受けとめてま

いりたいというふうに思っております。た

だ、今のホームページ、レイアウトを変更

するにはテンプレートを変えるというよう

なことが必要でございまして、今のような

載せ方が精いっぱいのやり方というような

ことでございますので、今後、今年度、ホ

ームページリニューアルいたしますけども、

そのときにはより見やすいホームページに

なるように努力してまいりたいというふう

に思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  情報の発信につきましては、復旧工事の

工程については府のホームページにリンク

を張っておりますし、町のホームページの

上から確認できるようにするとともに、現

場入り口及び希望ヶ丘と木代の広報板に張

り出しを毎週やっております。それから、

土壌や水質の結果につきましても、町のホ

ームページで確認ができるようにやってお

ります。そのほかには、その都度必要な情

報については、町ホームページの上の緊急

情報コーナーに掲載し、情報発信に努めて

おります。それから、チラシによる広報等

も行っております。 

  それから、その評価についてはどうやと

いうことなんですけども、評価につきまし

ては、外からと自己評価では違いがあるか

とは思うんですけれども、今回のこの件に

つきましては、自己評価では、調整する相

手が数多くございます。その中で時間を要

する中で一定できてるのではないかと思っ

ているところでございます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれはほかからの評価と自分ら

の評価が違うということには気づいてほし

いし、だから改善をせなあかんと思うんで

すよね。確かにここは大阪府との関係があ

るから難しいところあるのは十分わかって

ます。ただ、逆にホームページの改修なん

かでも、とよのんのフェイスブックのやつ、

右上にぱっとできた。あれ、すぐできたん

ですよ。ほんなら、技術的にはわからんけ

ども、僕らホームページはつくったことあ

りますけど、別にそこに豊能町の残土問題

とか、何でもいいですけども、土砂崩落問

題みたいなページをぽっとつくって、そこ

にリンクさせることはできるんちゃうんか

なと思うんですよね。今なんかやったら緊

急情報みたいなのもやってて、何か痴漢の

ことと同じような列に並んでる。それって

どうなんというのは、僕ら見てるほうから

みたら思うんですよ。ただ、これはホーム

ページが全てじゃないですよ。情報提供と

いうのは、別にそれは当然紙媒体も含めて、

いろいろな世代、年代、あらゆる情報で提

供するということが重要やと思いますけど

も、ことやっぱりホームページということ

でいくと、もうちょっとそういう見せ方に

ついてはぜひとも工夫をしていただきたい

なというふうに思いますので、よろしくお

願いしたいのと、今、部長からありました

けども、行政としてはまずまずできたんち

ゃうかということやけども、これは、こと

今回の問題については、起こったことはも

う仕方ない。やっぱり今後の対応というこ

とも重要やし、あと、今どうなってるのか、
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どうなっていくのかというのが、多分、今、

住民が一番知りたいことやと思うんです。

ここは、この残土問題にかかわらず、次の

ホームページのリニューアルについても申

し上げますけども、やっぱり住民が何を知

りたがっているのか、あるいは町外の人が

何を知りたがっているのかということを、

やっぱりしっかりとイメージしながら、そ

の対策をしっかりとっていただきたいとい

うふうに思いますので、ここは建設環境部

長だけじゃなくて、総務部長もその辺、し

っかりと考えていただいていると思います

けども、その１０月のリニューアルにはす

ばらしいホームページになることを期待し

てますので、ぜひともお願いしたいなとい

うふうに思います。 

  最後に、ホームページのリニューアルに

ついて質問したいと思います。 

  先ほど、永並議員の中で、動画の配信と

かＳＮＳ、ツイッターという話が出てまし

た。これもちょっと逆に、３月議会のとき

の答弁とえらい大きく変わったなというふ

うに逆に評価はしてますけども、先般の新

型インフルエンザの対策の関係についても、

情報共有の仕方についてはＳＮＳとかツイ

ッターも一応例示の中には入ってました。

多分それは世代があるので、きっと、それ

が各年代に全部共有することかといったら、

そうじゃないと思うんですけど、やっぱり

いち早く知らせるという意味でメール、Ｓ

ＮＳ、ツイッターというのは、別に無駄で

はないんちゃうかなというふうに思うので、

当然これの利用者をふやす。例えば今、と

よのんのフェイスブックできてますけど、

あれも友達の申請数は２７４人しかおらへ

ん。やっぱりそれをもっともっとふやさな

あかんと思うし、その辺も工夫もぜひとも

していただきたいなというふうに思います

けども、先ほどリニューアルのポイントで

挙げていただいた動画配信とかＳＮＳ、ツ

イッター等々についてはぜひとも、今ある

ツールというのはフルに活用をいただきた

いなというふうに考えてます。 

  ただ、１点気になるのは箱、今回このリ

ニューアルして箱をつくっていただきます。

一番のポイントは箱ではなくて、何を載せ

るか、その情報にあると思うんですよね。

その情報というのは当然、今の既存の情報

もそうやし、今後そういうふうな魅力発信

ができる施策、制度、取り組み、イベント、

そういうようなところが一番重要になって

くると思うんですけども、このホームペー

ジ、見せ方だけを工夫するのではなくて、

ぜひともその中身をしっかりと構築すると

いうことが一番重要だというふうに感じて

ますけども、そのあたりはどのように感じ

ておられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃるとおり、何を載せるかという

ことが大事ということでございます。それ

は今も何を載せるかということについては、

中身的には載せなければならないものは載

せさせていただいてるというようなことは

感じておりますけども、ただ見にくいと、

調べにくい、たどり着かないというような

御批判があるのも確かでございますので、

見たい情報を素早く見られる、見やすい、

それから知りたい情報が載っているという

ようなことについてさらに工夫をしてまい

りたいというふうに思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりその辺で、今、部長の立場では

多分その程度、その程度言うたら失礼です
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けども、今のような答弁になるかなと思う

んですけど、やっぱり一方では、町につい

ては、申し上げたように、その箱、情報だ

けではなくて、その情報のソースとなる出

来事、施策、イベント、その辺をやっぱり

もっともっとしっかり充実しないと、何か、

とりあえずええ箱できたけども、何かもう

一つやなみたいなことになりますので、や

っぱりその辺のことをしっかりと、今後も

町政運営においてぜひとも力を入れていた

だきたいと思うし、だから先ほど言うよう

に、例えば箕面なんかでも、彼、彼言うた

ら失礼ですけども、向こうの首長はやっぱ

り見せ方がうまい。例えばさっき言うてた

タブレットなんかでも、もう各自に配付す

るようなことも決めてますし、電子黒板の

話もしてる。そんなことで、やっぱり今の

潮流、時代にやっぱり乗っていくというの

も一つ大事やし、あとはもう一個、やっぱ

り豊能町でしかない、このまちでしかでき

へんようなこと、箕面ではできへんけども

うちではできることみたいなことを、やっ

ぱり見つけながら、その町の特性、独自性、

また魅力というのをぜひとも発信をしてい

ただきたいなというふうに思っています。

そんな中で、やっぱり、先般からも申し上

げてるけども、やっぱり見どころね。例え

ば石仏、今ある既存のものをするにしたっ

て、例えばぽっと写真だけじゃなくて、そ

れこそ動画で配信するとかいうようなこと

を最低限やっていかんと、何か今までのあ

りきたりの、何か古い写真がぺたぺた張っ

てあるみたいなことよりも、行ってみよう

かなみたいなこと、例えば蛍だってそうや

と思います。そんなことをやっぱり見せな

がら、しっかりとまちの魅力、なかなか今

あるものでほんまにいいのかなと、僕個人

は感じてます。今あるものも大切にしなが

ら、やっぱり新たにつくっていくというこ

ともしないと、多分このまちはなかなかし

んどいん違うかなというふうに個人的に思

ってますけども、そのあたりについてはど

のようにお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  見どころの動画の配信でございますけど

も、これについては現在、導入について検

討してまいるということで研究中でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  最後に町長にお願いしておきますけども、

やはり町の魅力をつくるのはあなたしかで

きません。それを先頭切ってしっかりとや

っていただきますことをお願いしまして私

の一般質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、イノベーションとよのの一般質

問を終わります。 

  議長を交代しますので、しばらくその席

でお待ちください。 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後１時４３分 休憩） 

（午後１時４４分 再開） 

○副議長（橋本謙司君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、緑豊クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて８

０分とします。 

  西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  御指名をいただきました西岡でございま

す。 
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  それでは一般質問をさせていただきたい

と思います。 

  きょうこれまで一般質問、他の議員の一

般質問を聞いてまいりましたけれども、非

常に財政が厳しいということでございまし

て、どの程度のその施策が打てるかという

ことの兼ね合いが非常に難しいなという感

じがしております。豊能町は、平成２２年

度に、豊能町第４次総合計画でまちの１０

年計画を策定したところでございますが、

第４次総合計画は今回は１０年計画のみな

らず、まちの将来像まで設定しておるとこ

ろでございます。御承知のように、「人と

みどりが輝くまち」ということでございま

す。そして、まちづくりのゴールに向けて、

第４次総合計画をベースに、まちの活性化

に向けて、第１期実施計画として平成２３

年度から平成２５年度に、三つの重点施策

を実行いたしました。その手法として、住

民と行政が協働して、選択と集中により、

厳しい財政状況のもと、限られた財源で最

大の効果を生み出すということでございま

したけれども、私はこの３年間を見て、ど

うも教育以外には成果が見えておらないよ

うな気がいたしております。そこで、豊能

町活性化プログラムについてお尋ねいたし

ますが、今もなおまちの活性化に向けて、

住民との協働で、選択と集中で取り組んで

おられるのかどうか。また、第２期の実施

計画は策定されているのかお伺いいたした

いと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  総合計画の実施計画についてでございま

す。 

  おっしゃるとおり、第１期につきまして

は、豊能町活性化プログラムというような

副題もつけまして取り組んでまいりました。

平成２６年度からは新たに第２期実施計画

ということで、御指摘のとおり、現在、つ

くるところでございますけども、作成中で

ございます。作業中ということでございま

す。今年度から本格実施をいたしておりま

す行政評価、これにつきましては、行政評

価の中でその実施計画書というものをつく

ってまいりますので、この行政評価におけ

る実施計画書を総合計画の実施計画書とす

るというようなことで、現在取り組んでお

るというところでございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今お聞きしますと、第２期という形では

なくて、行政評価制度を導入してというこ

とでありまして、これは町長の町政運営方

針の中にもそういうことが書いておりまし

て、行政評価制度を本格的に導入して、企

画課が中心になると思うんですけども、住

民が求める行政サービスを迅速・的確に把

握し、行政運営の質の向上と行財政改革を

推進するために、予算策定とリンクした行

政評価制度を導入し、財政の健全化に向け、

第４次総合計画を推進してまいりますと、

こういうふうに町政運営方針の中に書いて

おられるんですけども、ただ、これ３年間

やって、その結果ＰＤＣＡはやってるのか、

その結果、その分析、反省、さらにそれか

らの行動、計画、そういうものはやってい

るのかどうかお聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  行政評価につきましては昨年度から試行

ということで、今年度から本格実施という

ことでございます。この行政評価をいたし
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ます中で、事業整理評価シートというよう

なものをつくったり、事中評価を行いまし

たり、事後評価を行う、その上で実施計画

をつくっていくというような、まさしくＰ

ＤＣＡというような仕組みをつくり上げて

いるわけでございまして、一つ一つの事業

について評価・検証して、実施計画につな

げていくというような取り組みをしている

ところでございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  評価シート云々の話があったんですけど

も、どう見てもその結果が余り出ていない

なという気がいたしております。その先ほ

どの活性化プログラムでも、さっきも言い

ましたけども、教育それから定住化、農林

観光、この三つやりましたけれども、教育

はまあまあそれなりに見えておるんですけ

ども、定住化施策にしても、今回、タウン

ミーティングというようなものもないし、

財政再建プランの中で遊休地の売却という

ような安易な入るを量る策をやっておりま

すけれども、私はやっぱり財政再建の基本

は、入るを量り出ずるを制するであろうと

思っておりますが、この間の平成２６年度

の５月号の財政健全化プランを見ますと、

出を制するのみの政策みたいなような気が

いたしております。一緒に住マイル助成と

いうことを町長も言っておりますけども、

たかだか３１４万8,０００円の予算という

ことで、これで一体財政再建ができるんだ

ろうかなと、非常に危機感がないような気

がいたしております。やっぱり基本的に、

ここに書いてありますように、住民と協働

ということを書いておりますけども、私は

協働の基本は情報の共有化やないかなと思

っておりますが、このプランの中にも情報

の共有化という形をつくっていくんだとい

うことを言っていますが、どういう形でそ

ういう取り組みをされておるのか、お伺い

したいと思います。 

（発言する者あり） 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今のは、協働の仕組みづくりということ

を書いております。その仕組みづくりとい

うのはどういう形でやっておられるのか、

住民さんとの仕組みづくり、または他の、

議会ともそうでしょうし、行政間の協働と

いうことも、仕組みづくりというのはどう

いう形でやっておられるのかお伺いしたい

と思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議員のおっしゃったプランの中でという

のは、総合計画の基本計画の中でそういう

ことがうたってあるということをおっしゃ

っているのかというふうに思います。確か

に総合計画の基本計画には、協働によるま

ちづくりということで、広報、公聴、それ

から情報公開の充実、住民参加、参画、協

働の仕組みづくり、コミュニティ活動、交

流活動の活性化などを挙げさせていただい

ております。これら具体的に一つ一つどう

かということでございますけども、やはり

広報、公聴については、先ほどからも話題

に出ております情報の提供、これを情報を

共有するというようなことが必要であろう

というようなことで、そういうことを積極

的に進めてまいりたいというふうに思って

おりますし、住民の参画ということにつき

ましては、パブリックコメントというふう

な手法もございますけども、実際に住民の

皆様の御意見を聞くというような機会も、



 

 2－51 

これからどんどんつくってまいりたいとい

うふうに思っております。タウンミーティ

ングもその一つというような御提案が今ご

ざいましたけども、タウンミーティングに

ついても町長と相談をしながら、取り組ん

でいくものについては取り組んでまいりた

いというような考えをしておるところでご

ざいます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今のお話で、情報を共有していくという

ことでございますが、これまでは一方通行

という形もなかった。ましてや住民さんの

意見を集約するということは、もう皆無に

近いと。ただ一方的にいろいろなことをや

って、結局その検証もせずに結局その次へ

行くというような形が今までの形であった

と。今回の行政評価の中で、各部局、やっ

ぱり評価シートを出していろいろやってい

くということでありますけれども、非常に、

これまでの議員さんが質問していましたよ

うに、非常に遅い、対応が。何か、さっき

言いましたように危機感が全くないと。や

っぱり定住化施策として、エスカレーター

に５００万円、地域公共基本構想、交通の

ほうですね、それにも1,８６４万8,０００

円を計上して、まちの活性を図るというこ

とでありますけれども、これもきのうの議

会を中断しましたけれども、あの予算にし

ましても一方的に出てきたことであります

けれども、しかし非常に対応が遅いという

のは、これまでの一般質問の中でいろいろ

なところに出てきております。例えばバス

に関しても、交通特別委員会は阪急バスに

既に要望を出しておりますが、例えば千中

線は３年先、中長期計画みたいなことを言

っておりますけども、そんなことで豊能町

は活性化するかと、私は遅いんじゃないか

なと、もう既に今やらなければならないん

じゃないかなということを思っております

が、交通会議の中で、今そういうことも進

んでいると思うんですけども、３年先と言

わず、できるだけ早い方向で前向きに検討

していただきたいと思うんですけども、町

長どうですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  議員おっしゃるとおり、バスの問題、こ

れ人口、定住化、呼び戻しには非常に大事

な話だと思っております。ですので、３年

先、計画はまず定めました。まず定めて、

これはやっぱりできることからどんどん進

めてまいりたいと思っておりますので、今

現在も関係するところとは話は進めておる

ところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  バスの問題は、特に東地区のバスの問題

でありますけども、これは箕面トンネルが

できた時点で東地区の方は全ての方が、ト

ンネルができたらそっちの方向へ走ると思

っておったと思います。今の泉原を通って

いく千中線については、我々、希望ヶ丘に

住んでおりますけど、大和団地が１億3,３

００万円を投入して茨木交通を走らせまし

た。その後で、当時は陸運局の指導があり

まして、非常に規制がきつかったというこ

とで、１カ月足らずで阪急バスにその千中

線が移動しまして、要するに路線バスにな

ったわけであります。これはひょうたんか

ら駒ということですけども、これはやっぱ

り地元の土地の購入費用にぶっ込まれたバ
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スということで、いわば今の新光風台のエ

スカレーターと同じ形のものであろうかと

思いますが、これは今後、箕面森町の開設

がありまして、グリーンロードの開通もご

ざいました。さらに新名神がもう決定して、

工事がかかっております。こういうポテン

シャルの高い地域との関連に対応して、３

年と言わず一日も早い対応が東地区の活性

化につながり、結果、まちの活性化につな

がると思うんです。これこそ、そこに集中

して選択して集中するという策であろうか

と思いますが、選択と集中ということで、

再度、町長、早い時期にその交通会議の中

で、我々交通特別委員会の中もバックアッ

プしてるわけですから、そういう方向で進

めていただきたいと思いますが、再度お答

え願います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まさに交通特別委員会の中でも、いろい

ろ御議論いただいたところでございまして、

要望も一緒に行かせていただいたところで

ございます。ですので、バスの問題、非常

に大事な問題というふうに私も認識してお

ります。ただ、なかなか相手があっての話

もありますけれども、積極的には進めてま

いりたいとは思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  財政が厳しい、厳しいということを行政

のほうは言われておりますけども、私はま

だまだ職員の方々は、これまでの右肩上が

りの行政体制からの脱却ができていないん

じゃないかなというふうに思っております。

つまり、人件費がその最たるものでござい

まして、今年度、平成２６年度の予算でも、

人件費の１８億9,０００万円は一般予算の

６２億5,０００万円の３０％になっており

ます。また、経常経費、これ４９億6,００

０万円の３８％にもなっております。町税

に至っては１９億5,７００万円の９７％で

あります。つまり、町税を人件費で食って

しまっているというのが実態であります。

平成２６年度から１４０人体制をするとい

うことが、今回、書かれておりますけれど

も、人件費の削減による経常経費は簡単で

効果的ですけども、問題は士気の喪失とい

うことがございます。ここはもう一度発想

の転換ということで、少数精鋭主義による

少人数の高給職制ということも視野に入れ

て考えるときではないかなと。つまり頑張

る議員が報われる制度にすべきではないか

と思うんですけども、人件費の視点からい

きますと議員も同様ではないかと考えてお

るわけでありますけども、財政再建は煎じ

詰めれば、住民だけではなく、やはり議員、

行政、全てにその協働の仕組みづくりの構

築は、私は喫緊の課題ではないかなと思っ

ております。これまでも言ってきましたよ

うに、つまり協働、協力して働くと書きま

すけども、この協働は、相手のない部分を

補完し合いながら協力するという、そうい

うことができないと、ただ単に走っても無

理ではないかな、そういう協働の精神が基

本ではないかと思うわけでありますので、

そういう、先ほど協働の仕組みづくりとい

うことが書いておりましたけれども、これ

も含めて今回の新しい方法で、財政再建に

向けて頑張っていただきたい。これを要望

しておきます。 

  財政再建もさることながら、まちの将来

像でありますところの「人とみどりが輝く

まち」づくりにとって、まちづくりの将来
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を根底から覆す喫緊の課題が勃発したわけ

であります。御承知のように、豊能町の町

民の生活環境と自然環境が音を立てて崩れ

去ろうとしております。同時に子どもの生

命が危機的な状況にさらされております。

そこで環境問題についてお尋ねしますけど

も、残土問題について大阪府は土砂規制条

例を提案し、９月議会で可決成立を目指す

と言うことが報道されております。豊能町

も既に検討していると聞いておりますけれ

ども、取り組みについてまずお伺いいたし

たいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  土砂等による埋立等を規制しようとする

条例については、これまでに大阪府に対し

町条例の骨子を説明し、府条例と町条例の

すみ分けと協働をお願いしてきております。

現状で、いついつ議会に条例を上程したい

とは明言できないですが、今後早い段階で

検察協議とパブリックコメントを実施して

いきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、豊能町で大阪府との協議の中で制定

していくみたいな話があったんですけども、

土砂規制条例につきましては、私は二つ方

法があるんじゃないかなと。豊能町独自で

その土砂規制条例をつくるのか、また、大

阪府の土砂規制条例を補完するような形の、

言えば、先ほど言いました協働条例、ない

部分を補完するという意味ですね、をつく

る方法と二つがあろうかと思うんです。例

えば補完条例でやるとすれば、今現在、豊

能町に環境保全条例がございます。その条

例に条文を追加するんですいう方法もあろ

うかと思うんですけども、基本的に大阪府

の土砂規制条例は大阪府との事前協議、先

ほどもやってるようですけど、これがポイ

ントだと思うんですよね。そういう意味で、

大阪府との事前協議の内容と、どこがポイ

ントなのか、豊能町のお考えをお聞きした

いと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  条例の内容とポイントにつきましては、

事業者の責務としまして、全ての事業者に

事業活動を伴う土砂等の発生について責務

を明記いたしております。埋立等を行う事

業者は、汚染された土壌の搬入を阻止し、

定期的に土砂等の搬入に対する報告を義務

化、埋立等による土砂の流出、飛散及び崩

落の防止など、災害発生の防止対策をとる

ことを義務化いたしております。それから、

土地所有者の責務としまして、土地所有者

に対して不適切な業者への土地の貸付の禁

止と、埋立等の工事の進捗状況の監視、不

適切な埋立等の工事に対する責任を明記。

それから町の責務としまして、町は不適切

な埋立等の防止のため、必要な施策を推進

する。汚染された土砂等による埋立等の禁

止。建設発生土の発生箇所ごと、一定量ご

との土壌調査の義務づけを行います。災害

の防止対策としまして、埋立等を行う構造

上の基準を明記するとともに、事業完了前

に災害発生防止策を実施させる。埋立等の

許可制、一定規模以上の埋立等については

許可制とする。それから事前協議、事業者

は町長と事前協議を行うこととする。それ

から地域への事前周知、協定の締結、事業



 

 2－54 

場所周辺の住民への説明会等、事前周知の

義務化と環境保全に係る協定の締結を努力

義務とする。それから、土地所有者の同意。

それから工期の延長の不可。不適切な行為

に対する指導命令、許可の取り消し。命令

違反者や土地の所有者に対する罰則。補償

金の納付等を考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、話されましたけども、今聞いてる中

で、これはもうほとんど大阪府が積極的に

縛りを入れることやないかなというふうに、

今聞いておったんです。というのは、私は

さっき言いましたように、大阪府の条例制

定は豊能町の条例との補完関係にあること

が肝心やと思うんです。豊能町が地元自治

体としてできること、これは実態の把握や

と思うんです、問題が起きたね。大阪府は

その上部自治体として、実行処理をする土

砂規制条例、つまり大阪府の補完をする条

例を豊能町はつくればいいんじゃないかな。

条例というか、豊能町は要するに大阪府を

構成する小自治体であると、大阪府の傘下

にあるということですから、自治体の規模

からして、厳然として、悪いですけど体力

と能力の差があります。だからやっぱり昔

から言うように、大は大なり小は小なりで

すわ。その個を生かすことが私は肝心であ

ろうかなと思うわけです。我々も環境問題

特別委員会の中でいろいろまた議論はして

いきますけども、豊能町がみずから生かす

ということが肝心であると思います。そう

いう部分で、やっぱりその補完条例という

のがいいんじゃないかなということで、さ

っきからずっと言ってるように協働の精神

ですわ。豊能町ができることは何なのか。

大阪府にできないで豊能町にできることは

何か。それを条例化いうか、附則で出して

いくと。そして簡単に言えば、さっき言っ

たように環境保全条例にそういう補足部分

の条例を入れればいいんじゃないかなと。

基本はやっぱり残土のチェック。残土はも

うとめられませんわ。ただ、どんな残土が

入るのかいうのはチェックできるか。これ

は地元でないとできないであろう。大阪府

の委託業務みたいな形で地元承認というよ

うな形のもんを大阪府のほうで条例をつく

ってもらうと。それと、さっきの業者と地

元自治会、地権者への事前説明、この義務

化ですけど、これも大阪府のほうで、そう

いうことをしなければならないいうことを

やってもらうと。だから基本的に、これを

受けて環境保全条例の中で部分条例を制定

し挿入すればいいんじゃないかなと。豊能

町の環境保全条例は、常に理念条例やとい

うふうに言われておりますけれども、理念

条例であっても行政がやることをやれば、

それは効果はそれなりに出てくるはずなん

です。 

  この前私が、希望ヶ丘の中の例の空き地、

あれ言いましたけども、結局代執行するこ

とになったんでしょう。ちょっとそれをお

聞きします。いつやるんですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  希望ヶ丘の分につきましては、大変おく

れたのでございますが、関係機関と調整い

たしまして、この６月２５日をめどにやっ

ていこうというふうに考えております。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そういうことで、やっぱり足で稼いだら
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できるわけです。環境保全条例の中に第８

節、あき地の管理ということもあります。

あき地の管理、これは、あき地の所有者若

しくは占有者云々書いてますけども、その

後に、第４５条を受けて、第４７条で指導、

勧告、命令ということがあるわけです。こ

ういうこともやれば、大阪府に対して物は

言えるわけです。そういう段階を踏まなあ

かんわけです。第９節でも土地の管理があ

るわけです。土地の管理、土地の所有者は

土砂及び盛り土云々あります。その後を受

けて第５１条、これも同様に指導、勧告、

命令があるわけです。これをやることをや

っていれば、やっぱり大阪府の対応は違い

ますよ。幾らよい条例をつくっても、行政

の不作為、これをやったらもう、絵に描い

たもちにすぎないわけです。この辺をやっ

ぱりきちっと、こういう理念条例であって

も、やることをやれば、それだけのことは

進むわけですから、第２節に町の責務も書

いてるわけです。環境上の障害の処理。そ

れと、監視及び測定の実施、第２３条。第

２４条に国及び他の地方公共団体との協力。

これをきちっとやっていけば、今回の土砂

崩落の事故の問題は行政の不作為に起因す

る部分も多分に私はあると思うんです。で

すから行政は、住民、議会と協働して行為

すること、不作為でなくて行為をすること。

間違っても環境保全条例の中に不作為の条

例なんか入れないように、やっぱりきちっ

とやることはやる。今回は大阪府のやはり

条例をきちっと早いことやっていただいて、

その部分で我々の豊能町の条例がどう補完

できるかということを考えていかなければ

ならないと思うんですけども、いかがです

か。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  今、役割分担ということでおっしゃって

いただいていると思います。それと、実効

力をどういうふうに担保していくのかとい

うこともおっしゃっていただいたのかなと

いうふうに思います。役割分担については

二つの区切りがあるかと思います。一つは

まさに、どういう役割を担うかという、違

う役割を担いましょうという役割分担。そ

れともう一つは、行為そのものの規模によ

って役割分担をしていこうという、こうい

う二つの考えがあるかと思いますが、とも

にこれは協議中でございます。基本的には

大規模はやはり大きな自治体でと、小さな

規模は我々市町村でやるというふうなこと

が一つの考えとしてはあろうかと思います。

そして何を担っていくのかというところで

す。これについてはいろいろな、ちょっと

考え方が今あろうかというふうに思ってお

りまして、一つはやはり、この地元でしか

できないこと。要は今の状況がどうなって

いるのかということは、これはパトロール

ということもあるかもしれませんが、これ

は主に我々が担っていくことなのかなとい

うことと、それとやはり地域、地元、地権

者ということがございます。これについて

はやはり一番身近な自治体が、そのことの

矢面に立っていく必要があるのかなという

ふうに思います。ともに大阪府であれ豊能

町であれ、一定の実効力を持った規制をど

うしていくのかということになりますと、

これは我々の自治体、行政ではできないこ

とですので、これが今、検察と協議を進め

ていかなければいけないことかなと。そこ

がまさにその役割を担ってくれないと、実

効力を持つ法規制にはならないかなという

ふうに今は考えているところでございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 
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○１３番（西岡義克君） 

  今、お話があったように、答弁があった

ように、豊能町は、ですから、みずからの

持ち場の義務を完璧に果たして、大阪府に

対しては問題解決に向けた意見具申の権利

を主張すること。補完関係にある大阪府と

できることを完璧に協働することが基本で

はないかなと私は思っておりますので、こ

のことは今後、環境問題特別委員会の中で

もいろいろ議論があるところでありますし、

また議員全員でその辺も議論しながら、一

日も早い解決に向けて頑張っていきたいと

思います。 

  次の、その人口減に対する施策について

は午前中に質問がございました。私は人口

増の対策のキーワードは出生率ではなく移

動率ではないかなと思っております。子ど

もが移動する、人が移動する。私は今現在、

建築関係やっておりますけども、学校が新

築で出てるんですよね、二つ、三つ。これ

はどういうことかといいますと、そこへ人

が移動してるということで、出生率じゃな

くってやっぱり人口率やな、移動率やなと

思うんです。それにはやはり、魅力のある

まちづくりというのはそういうことではな

いかなと思っております。この件は先ほど

の、要するに魅力あるまちづくりにつけて

は財政と施策のバランスの関係もあるんで

すけれども、行政は一丸となって、やっぱ

り財政再建を含めて協働して頑張っていた

だきたいと思います。 

  次の教育問題のほうに移りたいと思いま

す。 

  教育問題につきましては、教育内容と教

育環境について、２点についてお伺いした

いと思います。 

  まず教育環境のほうですけども、学校の

入り口にダンプが入っておるという、とん

でもないことになっておるわけであります

けれども、小学生の登下校の安全対策につ

いてお尋ねいたしますけども、まず校長の、

子どもを守る責任範疇というのは登下校も

責任の範囲に入るんですか。お伺いします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  原則的には、校長の責任範囲は校地内で

す。ただし、通学路を決めたりしますので、

そこにおける瑕疵などについては一定の責

任が、その他の方々と合わせた形で、例え

ば事故が起きたとすると、事故を起こした

本人でありますとか、道路管理者でありま

すとか、さまざまなことありますけども、

基本的には通学は、基本的には学校の責任

ではないというふうに考えておいたほうが

いいかなというふうに思っております。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今のお話ですと、通学路は範疇に入って

ないということですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  校門から出た後の子どもの事故に対して

は、国の保険、日本体育健康センター法で

すか、これによる保障がきちんとあるんで

すけれども、校門から出た先のことについ

ては、校長が全て責任をとるという形には

なってないということです。ただ、先ほど

申しましたように、通学路を規定する、こ

れは学校が決めて、それで教育委員会のほ

うがそうしましょうということを決めるん

ですけども、その際の瑕疵でありますとか、

そうした問題で事故が起きたときには一定

の責任は生じるという理解をしております。 
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○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そうしますと、安全な通学路の確保とい

うことは大切になってきますね。今の通学

路でしたら、相当なダンプが走っておると。

あれ出てからも、やっぱり大型のダンプが

頻繁に走っておりますので、事故の可能性

が非常に高いわけであります。ですからこ

の安全な通学路という部分では、もう一度

考えていただくことが必要ではないかなと

思っております。 

  先ほどの午前中の質問の中にも、ＰＴＡ

を含めて業者との話し合いと言ったんです

か、何かそういう話があったんですけども、

業者との話し合いというような、その意図

はどこにあるんですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  意図でございますが、これはもう毎年、

通行するようになってから、教育委員会と

業者と学校の御意見をお聞きしながら、協

議をどんどん改善してきたところですけれ

ども、やはり保護者の方々、私らの情報発

信が足らなかったという部分もあるんです

けれども、やっぱり業者が何をされている

かという正しい御理解が十分に知れ渡って

ないなというところもございましたので、

そういうことも踏まえまして、この協議の

中身について、４者によって協議をさせて

いただくというか、検討させていただきた

いと思っております。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  こういうことになって、当面の対応とい

うのは、それは話し合いも必要かと思いま

すけれども、基本的に保護者、ＰＴＡとい

うのは、あのダンプをとめるために行動を

してるわけで、別に話を聞いて妥協するこ

とも何もないし、話し合いは教育委員会と

業者がやるべきです。教育委員会は、もち

ろんそのＰＴＡと密に連携をとって対応す

るということが基本だと思うんですけども、

あの中にそのＰＴＡが入るというのは、私

は間違いだと思うんですけども。ＰＴＡは

子どものために、あれを一日も早くとめよ

うというのが目的ですから、目的が違うわ

けです。その辺はどう思います。私は教育

委員会、行政も一体となって対応するのが

本来であろうと思いますが、いかがですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  過日、先ほど次長の答弁がございました

ように、私どもとＰＴＡの方々と、役員の

方々なんですけど、お話申し上げまして、

どういう、要するに今のダンプが通ってい

る状態はどういういきさつで、どういう経

過で、どうなっているのかと。そしてそこ

に教育委員会とどういう協議がつくられて

いて、なされていて、今こんな状態である

というようなお話をきちんとさせていただ

きました。そういたしましたところ、報告

ではＰＴＡの役員の方々も一定の法的な理

解でありますとか、状況の理解をしていた

だいたようでありまして、そういう、同じ

土俵に乗った形で業者の方々と冷静に慎重

にその条件をよくしていくという話し合い

ができるものと考えております。よって、

やはり当事者であり利害関係者である学校

そしてＰＴＡが一緒に教育委員会とともに、

よりよい形を見つけていくというのはとて

も大切なことではないかなと思っておりま

して、大いにＰＴＡの方々に参加してもら
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うことは意義があるものと考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今その教育長の話でありますけども、こ

れまでの経緯があります。私もその経緯を

調べてびっくりしました。行政のトップが

あんなところに業者と一緒に道路をつける

というのはとんでもない話です。そのつけ

が、今、来てるわけです。だから問題を起

こしたのはトップそのものなんですよ。だ

から問題解決の当事者は、行政と教育委員

会だと私は思います。ですから、ＰＴＡと

連携を密にして問題解決に当たるのがまず

最初であろうと。もちろん当面の対策とし

ては、それは事故が起きないように対策は

打たなければならない。例えば９時までダ

ンプを通さないとか、騒音をどないかする

とか、それから肝心なのは、迂回路をどう

設置するかと、こういうことを交渉する。

これはやっぱり行政のあれやと思うし、問

題を起こした当事者がそういう意識がない

という、大変なことをしたという、私は反

省も何もないんじゃないかなという気が、

私はしております。子どもも親も先生も、

業者の説明を聞いても何の役にも立たない

わけです。業者との妥協というのは子ども

につけを回すだけの話で、策を講じるのが

私は先だと思います。対応を間違っては、

私はいけないと思うんですよ。行政の問題

意識の欠如、これは私はあると思います。

行政が起こした問題を子どもに責任転嫁を

してはいけない。もし人身事故で子どもが

死ぬことになりますと、いわゆる不作為の

殺人というのは、この間韓国のあれありま

したな。殺人になりかねないんじゃないか

なと、私そこまで思っていますよ。だから

今、解決しなければ、ここで行政と教育委

員会が対応を間違えるならば、やっぱりそ

の将来、歴史からの報復を受けると私は思

います。ですからそういうことで、緊急の、

私は課題だと思うんですよ。今、それは子

どもが大事や、子どもが大事や、子どもは

宝やと言うてる、やっぱりその認識が空回

りしてるんじゃないかなと私は思うんです

よ。２丁目のあの交差点にこういう言葉が

張ってますわ。「しろがねもこがねもたま

もなにせむにまされるたからこにしかめや

も」これ山上憶良のあれですけどね。子ど

もは宝ですよ。皆さんそうおっしゃってい

るでしょう。ここは一つになって、それに、

やっぱり解決策に向けて走らなだめですよ。

その後ですよ。ＰＴＡは教育に対して、い

ろいろな内容に対して協力体制はできるけ

ども、こういう問題は行政と起こした当事

者が、まず解決に向けて走ることが先です。

私はそやから、これ、一日も早い解決に向

けて、やっぱり対策を講じるということ。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  それはこれからやってもらわなあかんわ

けですやん。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  あんたに言うこと違うでしょう。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡議員、質問を続けてください。 

○１３番（西岡義克君） 

  ですから私は、やっぱり行政、教育委員

会は勇気を持って、決断力を持って、不作

為の殺人にならないように、行政と教育委

員会が一丸となり、協働して、やっぱり解

決して、もちろん議員もできることは協力

させていただくということです。そういう

ことで、一日も早いその解決策を考え、そ

してやっぱり足で稼ぐ。頭なかったら足で

稼がなしゃあないでしょう。全員でやっぱ
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り一つになって、子どもを救わないかんと

思うんですけど、決意だけ述べてください。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  今、議員のほうからお話があったように、

随分昔に、ときの町長が通行を許可して、

営業許可までいかないんですけど通行を許

可してるという事実がありました。現在そ

のダンプ、その他の車両の通行を規制する

方法はありません。それから、あの上での

作業については、法的内の話でありますか

ら、それに対する法的な差しとめるという

こともなかなかできない状況と、これ一般

論としてあります。そういう中で、私ども

教育委員会として最大限、子どもたちの安

全を何とかしようということで協定を結ん

でおります。よって、教育委員会とすると、

今の事業を差しとめるとか、ダンプの通行

をとめるというようなことは、なかなか、

行政的な立場からはできかねますので、協

定をよりよくすると、協定をレベルアップ

するというようなことに一生懸命努力した

いと思います。 

  それから、先ほど答弁、言ったかはちょ

っと忘れましたけれども、その協定の中で

そうなりますとか、それからダンプをとめ

るとか、時間帯によってとめるとか、そう

いうのあるんですけれども、それ以外の安

全策はないだろうかというようなこともで

きれば４者で考えられたらいいなと思って

おります。そんなことはお誓い申し上げた

いと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど教育長からもありましたように、

今現状、過去の経緯もありまして、なかな

か、とめるということは非常に難しい状況

であるというのはございます。そういった

中で、教育委員会とも協力しながら、本当

に安全向上のためにできるだけのことはや

ってまいりたいというようなことは思って

おります。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  方法はないのかという、後ろで大きな声

出てましたよ。お金さえあればできますけ

ども、財政の問題もあります。その辺の絡

みがあると思います。もちろん迂回路をつ

けたら終わりです。ただ、莫大な金が要り

ます。問題は解決されるためにあると思い

ますので、いろいろ知恵を絞って、やっぱ

り行政も、教育委員会の問題じゃないから、

建設もそうですよ。そういう技術的な面は

建設のほうがより長けているはずですから、

知恵を出して頑張ってほしいと思います。

お金が絡むこともあると思います。 

  次に教育問題のほう、これはお金が余り

かかりませんので、ちょっとその辺を聞い

ていきたいと思います。 

  今、国の中でも小中一貫校が叫ばれてお

りまして、少子化によるただ単なる統廃合

ということだけではなくて、私は、地域に

根差した独自の教育をいかに進めるかとい

う意気込みで学校のあり方を検討してほし

いと思っております。未来の豊能町の教育

制度の創生ということでは、これまで豊能

町に住んで、教育長もこれまでおられたわ

けですけども、教育長の感じている取り組

みのキーワードは何ですか。何かあればお

聞かせ願いたい。 

○副議長（橋本謙司君） 
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  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  豊能町の教育全体の中のキーワードとい

うことでよろしいんでしょうか。それとも

少子化対策の問題ではなくてですね。済み

ません、私が聞いちゃいけないんです。 

（発言する者あり） 

○教育長（石塚謙二君） 

  私は教育長になりまして１年２カ月ほど

たちまして、何とか今までつながっている

わけでありますけれども、私は学力の高さ

ということです、まずキーワード一つ。そ

れから地域の協力がすばらしいということ。

それから自然体験ができるということ。そ

れから、幼小中高の連携がとりやすいこと。

その他でたくさんあるんですけども、それ

から、そういった幾つかのキーワードがあ

りまして、そういうことは私どものこのま

ちの教育の宝物だろうと、特徴だろうと思

います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今の教育長のその辺のキーワードを生か

して、豊能町の子どもを育てていただきた

いと思うんですけども、私は平成３年度に

府Ｐの会長をしたときに、四つの柱を基本

にして第４次の教育改革があったわけであ

りますが、一つは心の教育、二つ目は自己

学習力の育成、三つ目が基礎・基本の重視、

四つ目が文化・伝統の尊重とあったんです

けど、私はやっぱり基礎・基本というのが

やっぱり大切だと、人としてどう生きるの

かということは、私は原点であろうと思っ

ております。 

  最近、安倍総理のもと、下村文科大臣が

道徳ということを言っております。今、道

徳教育というのは、人が、徳というのは誰

もが持っているもので、それが高いか低い

かだけの問題やと思うんですけども、これ

は動物にはないものであります。徳という

のは敬することと愛すること、この二つで

ありますけども、動物でも愛することはで

きるんです、子どもをね、自分の子どもを

愛す。しかし、敬するということはなかな

かできないんですね。私は今、毎朝、子ど

もとあいさつ運動をしておりますけども、

最近子どもが早朝登校していないんですね。

中学校もしていないんですね。これは何で

なのかなと。中学３年生と小学校６年生が

５人程度、ちょっと早い時間に走っていっ

て、きょうは何するんや、おっちゃん、き

ょうは校門で立ってあいさつ運動やと、こ

れが今なくなってるんですけど、どういう

ことですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  以前のことと今のことを直接的に比較し

てないんですけども、朝、開門の時間をき

ちんと、例えばそちらの中学校であれば７

時半から開けるというようなことを決めて

おるんです。オープンにしてないで、安全

性等々を考えて。それに合わせて子どもた

ちが登校している。ただし中学校の場合に

は部活の練習などがありますので、やや例

外はあるかと思いますが、基本的には集団

登校して、この時間に門を開けるというよ

うな形で安全性を高めているというふうに

理解をしております。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私は、さっきも言いましたように、道徳

というのは別に予算がなくても簡単にでき

ることだと思います。道徳の基本というの
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は、やっぱりよい習慣をつけるということ

が基本やと思うんですね。あいさつ運動と

いうのは最たるもんであろうと思っておる

んです。ただ、簡単なことほど続けること

が難しいというふうに言われておりますの

で、これは今後、何らかの形で、学校でも

もっと積極的に方法を考えて取り組んでい

ただきたいと思います。 

  もう一つ、ことしも私、入学式それから

卒業式に出席しましたけれども、学校にポ

ールはあるけど旗が揚がっていないと、国

旗が揚がっていない。これはやっぱり子ど

もの入学、卒業というのは、そこでの国旗

掲揚というのは、子どもの成長を祝って、

国にかわって学校が掲揚するものだと思っ

ております。子どもを敬して揚げる国旗で

あろうと思っておりますし、そのことで国

旗に対する、やっぱりアイデンティティ、

国のアイデンティティというものが育ち、

やっぱり教育の場に国旗がない、それで教

育ができるのかというふうに私は思ってお

りますが、教育長いかがですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず、国旗の掲揚についてですが、これ

は学習指導要領のほうにもうたわれており

まして、豊能町教育委員会でも入学式、卒

業式、式典には式典会場のほうに国旗の掲

揚、それから国歌の斉唱を進めておりまし

て、各学校、取り組んでいるところでござ

います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや、私は、外のポールに立ってないっ

て言ってるんですよ。中に立ててるのは、

私も出てるからわかってます、三脚でね。

そういうことが、やっぱり学校には私は、

平日でもやっぱり学校に国旗は立てるべき

だと思っております。 

  最近、あいさつ運動の旗も少なくなった。

私は希望ヶ丘に住んでおりますけれども、

２丁目のバス停から４丁目のバス停まで全

部、これまで豊能町のあいさつ運動の旗が

立っておりました。それがなくなっており

まして、今、お愛想に２丁目の信号の交差

点に大阪府のつくったあいさつ運動の旗が

立っております。旗ぐらいのことは何とか

できないのかなと、そういう予算ぐらい組

めないのかなと思うんですけども、教育長

いかがですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  御指摘の旗の件ですが、私も記憶にない

ぐらい過去につくって、配布した後、補充

がされてないというのが現状でございます。

また教育委員内部で次のあいさつ運動のキ

ャンペーンというのはどういったものでや

ったらいいのかというのを検討した上で、

また旗の作成費のほうも予算要望してまい

りたいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そんなに高くない費用なので、これはも

うぜひやっていただいて、豊能町内に全て

あいさつ運動の旗が翻っているということ

をお願いしたいと思います。 

  同時に、ユーベルホールで祝典がありま

しても、国歌はまあまあ歌う人はおるので、

町歌が歌えない人がたくさんいてるんです

ね。ここで、これからの子どもにとっても、

学校で、国旗、町旗を揚げ、そして国歌と
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町歌を教えたらどうかなと。これも一つの

将来的な教育ではないかなと思うんですけ

ども、いかがですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  式典等では町歌を歌うということあるん

ですけども、学校においては、申しわけな

い、校歌を重視すると思うんですね。ただ、

今、議員おっしゃったことは重要だと、少

し大きくなってからみんなで式典のときに

町歌が歌えるって、とてもいいことだと思

いますので、音楽の時間等々で扱ってると

思うんですが、それについて調査をいたし

まして、必要な助言あるいは指導をしたい

と思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  先ほどから徳のことを言っておりまして、

私が師と仰ぐ安岡正篤先生が、敬に対して、

敬する心について次のように言っておるん

ですね。「人間が人間たる意義を求めるな

らば、まず敬するという心を持つことであ

る。人間が現実にとどまらないで、限りな

く高いもの、尊いもの、偉大なるものを求

めてゆく、そこに生ずるのが敬という心で

ある。この敬の心が発達してくると、必ず

相対的に自分の低い現実を顧みてそれを恥

ずる心が起こる。」「フィヒテが児童教育

を論じて、子供は家にあって愛だけで育つ

と思ったら大間違いで、愛と同時に敬を求

める。従って、愛の対象を母に、敬の対象

として父に求めていると痛論している。人

聞が進歩向上する一番大切なことは敬する

心を発達させることであり、それによって

初めて恥を知ることが出来る。」今、家庭

教育もなかなか心もとない気がするんです

けども、教育現場にあっては、子どもたち

は学校の何に愛を求め、何に敬を求めてい

るのでしょうかね。恥の文化をなくした日

本が、今こそ徳育を推進しなければならな

いと思っておりますが、前に、歌を忘れた

カナリアが、今、安倍総理の指揮のもと、

下村文科相を筆頭に、道徳の交響曲を歌い

出しております。教育のまち豊能町は一緒

に合唱しない手はないのではないかと思う

わけでありますけれども、徳育の推進につ

いて、教育長はいかが考えておりますか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  大変次元の高い質問なので、お答えでき

るかと思いますが、敬というのは敬う字で

すね。リスペクトというんですね。これは

とても重要なことで、何度か答弁させても

らってますが、教育論になりますけれども、

道徳というのは二つの面があって、道徳的

知見、つまり道徳的知識ですね。それとも

う一つ、道徳的実践力というのが必要だと、

この二つがやっぱり子どもたちに必要であ

るというようなことです。その中で道徳的

知見という観点から、今、敬を扱うことに

なるんだろうと思います。人権教育とも関

係がありまして、人を人としてきちんと知

ったり敬ったり、その人の価値を知るとい

う、そういうことはとても重要な、道徳や

人権教育の中での中身だと思いますので、

ことしは特に東能勢小学校で道徳教育につ

いて町の研究指定を受けていただいており

ます。そこで、今言った道徳的知見あるい

は道徳的実践力というようなことについて、

道徳のとても長けた方を講師に呼んで研修

会なんかもしたいと思いますので、そのレ

ベルアップに努めたいと思います。 

○副議長（橋本謙司君） 
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  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ありがとうございます。今、非常に教育

長の力強い答弁をいただきました。今、財

政危機の中、残土問題という追い打ちをか

けておるところでございます。豊能町最大

のピンチであります。今こそトップリーダ

ーの出番であります。先ほどから議員諸氏

が言っておられますように、本当に今、早

急に、全員が一丸となって取り組まなけれ

ば問題が山積みしております。 

  六中観に死中有活、死中活ありというの

があります。身を捨ててこそ浮かぶ瀬もあ

れということでございます。この難局を乗

り切るためには、協働の仕組みづくり、さ

っきも言いましたけれども、新しい方法で

やるということでありますけれども、これ

が私は基本であろうと思っております。協

働の基本は情報の共有であります。住民と

協働してこの難局を乗り切ることが肝心で

あろうと思います。一燈照隅、万燈照国、

微力を諦めないでまちづくりに邁進してい

ただくことを念じまして、私の一般質問は

終わりたいと思います。ありがとうござい

ました。 

○副議長（橋本謙司君） 

  関連質問ございますか。 

（発言する者あり） 

○副議長（橋本謙司君） 

  以上で、緑豊クラブの一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。若干、議

会放映の録画の関係もありますので、再開

は１５時５分とさせていただきます。 

（午後２時５２分 休憩） 

（午後３時０５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、日本共産党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  高尾靖子議員を指名いたします。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  議長の御指名を受けましたので、一般質

問させていただきます。 

  第１点目ですけれども、住民本位の町政

運営をということで、この５月にも豊能広

報に掲載されました、財政健全化推進プラ

ン、このことについてお伺いしたいと思い

ます。 

  町の疲弊といいますか、物語ってるよう

な、大変マイナス思考の財政健全化プラン、

これをいただいたときにはびっくりしたわ

けでございますが、国や自治体としての公

的責任、今までこれは公的な責任で行って

きたということがずっと伝統的にあったわ

けですけれども、そのことが民営化または

民間委託、そういうプランになっているわ

けでございます。総合計画で言う「人とみ

どりが輝くまち」豊能にはほど遠いもので

はないかというふうに思うわけですけれど

も、財源づくりのために豊能町を身売りす

るというか、民間委託していくということ

には大変な無理があるんじゃないかという

ふうに思いますが、この計画について、町

長として見直す、今後は見直していくと、

５年間の計画ですが、そういうお考えはあ

るのかどうかお尋ねいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  本町では平成２１年度の時点で基金を取

り崩さずにそのまま推移すると、平成２４

年度には財政再建団体に転落するおそれが
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あったことから、２５項目にわたる財政再

建計画を策定して、平成２２年度から２６

年度までの５年間で２０億円以上の収支改

善を図るために実施してまいりました。し

かしながら、昨年３月時点の財政推計では、

より一層健全な財務体質を確立する必要が

生じることが明らかになったことから、将

来にわたり安定した町政運営を行い、中長

期的には基金の取り崩しに頼らない財務基

盤を確立することを目標に、新たに財政健

全化推進プランを策定したところでござい

ます。平成２６年度からの５年間で、４本

の柱を基本とした項目を実現し、安心して

住めるまちづくりを策定して、今、目指し

てまいりたいということでございまして、

この計画で現時点では進めてまいりたいと

いうふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  町長は、豊能町を受け持ってから２年目

ということですけれども、この財政健全化

プラン、これは豊能町としてどのようなま

ちづくりを進めようとしておられるのか。

子育て支援、教育がすごく水準も高い、そ

う言って先ほども石塚教育長が豊能町のよ

さを述べられました。そういうところを伸

ばして、豊能町の誇りあるものとして存続

させていく、そういう豊能町の心ですね。

そういうものを伸ばしていくということは

考えておられないのか。全部、今後は民営

化していくとか、委託ですね。そういうこ

とをこれには計画として上がっているんで

すが、豊能町としてどのような方向を持っ

ていこうとされているのか、お考えをちょ

っとお示しください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  平成２６年度予算でも、これ、今回、公

表させていただいたところでございますけ

れども、その中で四つの柱ということで、

平成２６年度予算は、教育・子育て支援、

安全・安心、健康づくり、まちの活性化、

この４点を重点的に配分した予算というこ

とで、今年度、平成２６年度予算は配分し

て、今年度こういった形で進めてまいりた

いというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  その心込めての何か答弁がないように思

っております。石塚教育長、また前小川教

育長も、保育所・幼稚園は町立で頑張りま

すと、このようにおっしゃってきました。

それは確認してきたところなんですけれど

も、そういう豊能町のよさを、全く心を売

ってしまうような民間委託ということにな

ると、全く豊能町として本当に住民、外か

ら民間委託、責任ある公の責任ある運営、

こういうことが今、失われようとしている

中で、国会でも論議があって、子ども・子

育て新制度の中でも、民営化でいろいろ問

題が出てくるという、そういうことが言わ

れておりまして、そのことを踏まえて、こ

の町長がおっしゃっているこの４項目の前

後に書いてありますように、多様化する住

民ニーズに対応し、あわせてまちの魅力を

さらに高め、活力を維持できるまちづくり

を推進するために、町組織を横断したまち

づくり、プロジェクトチームを上げという

ふうに書いてあるんですけども、それを、

この計画はそのプロジェクトチームで立ち

上げたというのか、これから新たに立ち上
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げて、住民の皆さんとの協働で進めていく

というお話なのか、その点お聞かせ願いた

いと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  財政健全化推進プランの策定の過程とこ

れからの取り組みということだと思います

が、このプランにつきましては財政再建推

進室、私が室長でございましたけども、そ

の推進室が中心となりまして策定をしたも

のでございます。この４月からは、財政健

全化推進プランを推進するという立場で、

財政健全化プロジェクトチームを立ち上げ

まして、総務部の関係する課長、課長補佐、

チーム長は私でございますが、そういうチ

ームをつくって推進をしてまいるという体

制を組んでおります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  お聞きしておりますけれども、本当に明

るい、楽しいまちづくりだなというような

イメージが全く浮かばず、それと今おっし

ゃった４項目についても、ここに述べてお

られる言葉と矛盾することが物すごくこの

計画には上がっているわけですね。この計

画ですけども、ここにはエスカレーターは

もう載ってませんけどね。そういうことの

中にでも、ユーベルホールは存続させるい

うことではあると思うんですけど、そう期

待したいと思ってますが、先送りするとい

うことが、平成２６年、平成２７年で8,０

００万円、これ老朽化した問題を放置して

おきますと、やはり問題は大きくなるんじ

ゃないでしょうか。やはり常日ごろずっと

運営で使っておるホールを、この老朽化で

修理を後回しにすると、逆に修理費などが

増大するおそれもあるわけですから、やは

り適正に改修をしていく。プロでしょうか

ら、専門的な部品いろいろあって高くつく

いうことはあるかもしれませんけれども、

豊能町の音響効果のよさ、そういうところ

は生かしながら、節約できるところはコス

トを抑えてというような形での、完全な使

える形、安全を最優先にする形をとって、

やはり改修をしていかなければならないと

思いますが、その点いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  当初の３年計画の中で、まず１年目の取

り組みというのが人の生命の安全ですね。

それを保障するために舞台のつりもの、こ

ちらのほうを最優先で修理をし、安全の確

保を図ったところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今回、照明の装置が簡易的なもので一応

おさまったということでございますけれど

も、しかしこれから、どのような照明器具

が落下するというようなことも、それはも

う完全にできてるんですか。それと、いろ

いろ改修の問題が言われておりましたけど、

今、具体的にちょっと、よう言いませんけ

れども、そういうところをきちっとやって

こそ、安心して使っていただける、そして

文化的な豊能町としての水準を高めるいう

ことが求められているので、その点につい

てぜひともいい回答をいただきたいと思い

ます。もう一度お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 
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  お答えします。 

  照明類の落下の危険というところでござ

いますが、つりもの、それからワイヤーの

危険のあるところは１年目で補修は完了し

ておりまして、今現状のその照明の落下の

危険というのは指摘をされていないところ

です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  老朽化ですから、何が起こるかわからな

いという、結局は照明が切れると、リハー

サル中に、そういうことがやはり起こるわ

けですから、事が起こってからでは、やは

り崩落問題と同じで、まだ大丈夫だという

ような目で見ておれば、いつ、やはりその

使っておられる方への影響がないとは限り

ません。そういうことでの安全性を優先に

してほしいということを言うております。

ですからこれは計画どおりするべきだと思

いますが、その点もう一度お考えをお聞か

せください。計画どおりの改修ですね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、町政いろいろ進

めていく中で、先送りということで、今回

ユーベルホールにつきましては、この計画

推進プランの中では位置づけて、今回、進

めさせてもらっているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  全然答弁になってないんですよね。やは

り町長として一旦上げられたものを下げた

り上げたり、そういうことはやはり軽くや

ることはちょっとやめてほしいと思います。

その予算は大変要るということでございま

すけれども、しかし、安全性を確保するた

めのコスト、多少のコストは下げても、こ

れだけはきちっと、老朽化に対しての対応

をするという覚悟を、やはり出していただ

きたいと思います。今、言ってるのは、問

題が起こってからでは遅いということです

ので、多くの住民さんがそこに集まるわけ

ですからね。別にこれは危害が起こるよう

な老朽化の問題ではないというふうなこと

を、もし考えておられたら、それはちょっ

と困ります。そういうことでの、再度きち

っと、上げたからにはやっぱり実践、実施

していっていただきたい、そのように思い

ます。これはずっと言い続けたいと思いま

すけども、時間がなくなりますので次の機

会にまたいい返事を考えておいていただき

たいと思います。これは遅くなったらぐあ

い悪いと思います。本当に老朽化いうのは

どこにおいても危険性をはらんだもんです

から、その点十分にお考え願いたいと思い

ます。 

  それでは次に行きます。 

  協働のまちづくりをうたっておられるん

ですけれども、やはりもう６月です。その

中で、タウンミーティングを計画されてい

るんですけれども、前回は、去年は福祉関

係団体ということでしたから、今回はタウ

ンミーティング上げておられるので、そう

いうことをぜひ実施するには、いつ計画を

上げていかれるのかお尋ねいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど話ししていただきましたように、

昨年は地区福祉委員会さんといろいろ協議
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させていただいたというところでございま

す。今年度につきましても、テーマ、対象

を絞って実施してまいりたいということで

ございまして、先ほど、いつということで

すけれども、済みません、できるだけ早急

に図ってまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  学校で言えば１学期、２学期、３学期あ

りますけれども、２学期にするんですか。

１学期はもうすぐ終わるんですけれども。

計画を立てて、やはり協働とうたっておら

れるわけですから、いろいろな、この健全

化プランの中に、協働でまちづくりをする

いうことを全く無視してこれを進めたら、

とんでもないまちになってしまいます。そ

ういう点でのタウンミーティングを重視し

て、こういうものを進められるということ

では大いに歓迎ですので、していただきた

いと思うんです。町長がいろいろ公約にも

述べてこられたと思うんですけれども、や

はり財源は少ないけれども、町のまちづく

りとして頑張ると、そういう意欲で出てこ

られたと思うんですよね。黙ってたらいけ

ないと思います。ですから、早期にこれは

取り組んでいただいて、早くこういう財政

再建なり、また前向きな、積極的な対策。

このマイナス思考でお金をとにかく削って、

削って、浮かす、基金にためていくいうこ

とばっかりを考えずに、やはり明るいまち

づくりを目指して、そして皆さんとの協働

いうことをぜひともしていただきたいと思

いますけれども、住民参加のまちづくりい

うことは前町長もやってこられて、タウン

ミーティング、ひとまず全町的にやったと

いうことの成果はあると思います。こうい

うところでの取り組みは重要だと思います

ので、まちづくりの協議機関というような

委員会を設置して、やはり周辺住民ととも

に、まちの魅力、活力を引き出し、利便性

向上に資する計画づくりをしていくいうこ

とを私は期待するわけですけども、その点

いかがですか。町長。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  住民との協働のまちづくり、進めるとい

うことは、非常に私は大事だと思っており

ます。ですので、先ほども申しましたよう

に、今年度、できてないんですけれども、

テーマとか対象を絞って、これからタウン

ミーティングを実施してまいりたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  時期的にはいつでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。広報等のあれもありますの

で、ちょっと、できるだけ早急にというこ

とでお答え、ちょっとさせていただきます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  早急にいうことは、夏休み明けぐらいで

よろしいでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 
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○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これ、できるだけ早急にということで実

施してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  明確な答弁がないんですけれども、しか

しこのまちづくりに関しては、豊能町には

専門的な知識の方がたくさんいらっしゃい

ます。建築家、町長も建築士の資格持って

おられるように、いろいろ、きのうは内田

部長が、この中には、町内にはプロの考え

方いう、まちづくりについて、ときわ台駅

前の、そういうのはプロに任せるほうがい

いというふうにおっしゃいましたけど、そ

れはそれとして心におさめますけれども、

豊能町にはいろいろな、本当に知識持った

方、先ほど学校関係でも協力いっぱいして

いただける方がおられて、その中には教師

もあり、いろいろな職業、通訳なんかもさ

れている方やら、大学の教授、いろいろな

方がいらっしゃって、専門分野的に知識を

持っておられます。そういうことを、やは

り早く皆さんの考え方もいただきながら、

まちづくり、明るいまちづくりをやっぱり

進めていただきたいと思いますが、この健

全化プランではマイナス思考で、本当に豊

能町真っ暗ということしか、今、本当に言

えないような状況ですので、その点での協

働をぜひ進めていっていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほども申しましたように、今年度の予

算の中でも四つ、柱を設けながら進めてお

るところでございまして、当然、まちの活

性化、こういったことについても当然取り

組んでまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  町政運営方針でお示しされている、こう

いう述べられている中身と矛盾しないよう

に、ぜひとも整合性のあるまちづくりを進

めていっていただきたいと思います。これ

は強く要望して、早急にタウンミーティン

グを実施されるよう要求しておきます。 

  次に行きます。 

  今、農業委員会の選挙も終わって、今、

この間、先日、決まりましたけども。 

（発言する者あり） 

○１２番（高尾靖子君） 

  そうそう、７月に決まるんですけれども、

農業振興では遊休農地のことも言われてお

ります。その解消、また農地貸付制度や地

産地消など、農地の保全と農業振興に取り

組む農業委員さんですね。そういう農業委

員さんの仕事、どういう職務があるかとい

うことを正しく町民に伝えるいうことも大

事だと思うんですね。協働してアイデアを

生かした農業振興のまちづくりを進めてい

くいうのは、農業委員さんの協力もあって、

全国あちこちにいい地産地消の流れをつく

り出している、またイノシシ・シカ対策な

ども一緒に取り組んで、農業で、安心して

つくれるというようなことも取り組まれて

いるところがいっぱいありまして、やはり

そういう協力体制も必要じゃないかと思い

ますけれども、その点は、遊休農地の有効

利用とかいうようなことも含めて、どのよ

うにお考えなのかお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  農業委員会では、遊休農地の解消のため、

農地のパトロールを年１回行っております。

遊休農地を把握し、その解消に向けた取り

組みを行っております。耕作可能地への復

元の指導とか、農地の貸付希望者を把握し

て、利用権の設定などにより、耕作放棄地

となることを防ぐ取り組みをしていただい

ております。今後、遊休農地は徐々にふえ

ていくであろうと予想しておりますが、農

業委員の活動を通じて農地の集約を図り、

そのスピードを抑えるとともに、いろいろ

な意見をいただき、農家、非農家、一緒に

なって、今後、町の農業を盛り上げていた

だければと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ぜひそのことを切に希望するわけですけ

ども、地域農業の担い手を育てることに関

しても農業委員さんの重要な役割でありま

す。今、家族経営地域の多数の農家が協働

で農業を守るという、そういう取り組みも

全国で行われておりまして、今、世界でも

家族で農業を守るというようなことを推進

されているようなことですけれども、やは

り豊能町におきましては、その農地に関し

ての取り組みですね。遊休農地の取り組み

で、皆さん退職者の方たち、いろいろな方

が農業にいそしんでおられる方もおられる

わけですけれども、農業を守るということ

では、箕面市さんが箕面市農業公社いうの

をつくっておられまして、これには耕作で

きない農地を預かり活用しています。また、

学校給食への、箕面産を使っていきますと

いうような、このふれこみで、すごく進ん

だ、農業を守るためのこういうことをして

おられます。豊能町も地産地消で給食には

使われておりますけども、残念なことに学

校給食、中学校給食ではデリバリーになり

ましたので、その点で地産地消というわけ

にいかないですけど、お米は使われている

ということになっておりますけれども、そ

ういう取り組みについて、農業の担い手づ

くりということに関してはお考えはお持ち

でしょうか。その点についてお聞きいたし

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  農業の担い手の育成というのは、今うち

の町内ではなかなかしんどいとこはあるん

ですけども、大阪府の農業公社とかいろい

ろありますので、そことタイアップしまし

て、農業大学とかそういうとこを出られて

とか、農家で何年間か実地を積まれた方、

そういう方については農地を借りたりする

権利も発生いたしますので、そういうふう

なものとの連携を強めまして、豊能町の中

でそういうふうなことをやっていただける

方等を取り込んでいきたいというふうには

考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ぜひそのことを、明るい豊能町をつくる

ためにも、また担い手づくりで、農業中山

間地の特徴を生かした農業ができるように、

そういう、誰でも、農業って楽しいなとい

うようなことに思えるような、小学生から

そういうことを関心持って、今、先ほども

町長が答弁された、田植えとか、そういう
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のはどこでも今、小学校でもちょこちょこ

と実施して、多くの皆さんが豊能町に来て

田植えをするというような、そういうこと

にもなればいいなと思います。能勢町はそ

ういうのを早くから取り組んで、この間、

１３０人ほどが田植えに、大阪市内のほう

から来て、そういうふうな盛んな農業を経

験させるというような取り組みもしており

ます。そういうことを、やはり何と言って

も農業を大事にしないと、日本は本当に健

康な子どもたちを、本当に育たないという

ふうに思うわけですけども、その点ぜひ力

を入れていっていただきたいと思います。 

  その次に行きますが、戸知山の特徴を生

かしたまちづくりをぜひ考えていただきた

いというふうに思うんですけれども、広大

な土地ですし、北側に向いてる山というふ

うなこともあるかもしれませんけれども、

やはり今、これまでシイタケとか、植木な

んかして、育ってきてるいうこともありま

して、やはり山の特徴を生かす、またその

中で園芸や菜園などが、人が集まる体験的

なこともできるんじゃないかというふうに

思うんですけれども、そうした取り組みな

んかはお考えはあるのかどうか、お聞かせ

願いたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  高尾議員には以前にも、戸知山でキャン

プ場とか、そういうものの御提案もいただ

いたところで、以前にもお答えしたと思う

んですけども、御存じのとおりあそこは市

街化調整区域でありますとか、あと近郊緑

地保全区域、砂防指定地など、いろいろ規

制があると。そういう中で何ができるかと

いうことは、以前からもう古い話で、民間

の提案募集を行ったりもしてまいりました

が、しっくりくるものがなかった、実現に

至ってないというようなところです。昨年

度もプロジェクトチームで、戸知山で何が

できるかというものを検討いたしまして、

それについても御披露はさせていただいた

ところでございますけども、議員の御指摘

の菜園とか貸し農園とか果樹園、これらは

法的には、先ほど申し上げたような規制に

ひっかからずに、比較的容易にできるので

はないかというようなまとめを、プロジェ

クトチームではしたというところでござい

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  それをぜひ実践していただけるような計

画を、やはり進めていっていただきたいと

思います。これは期待しておきますので、

時間がなくなってきますので次に行きます。

よろしくお願いいたします。 

  それでは、木代の地域の土砂崩落問題に

ついては、条例制定をするということで、

今、進められていると思うんですけれども、

この府との調整ということを進めておられ

ると思いますけれども、これはいつごろま

でに上程できる状態になるのか、そのこと

をお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  今の段階で、ちょっと府のほうもいつま

でにその条例を決められるかというのも決

まっておりませんし、うちとすり合わせし

て決めていく中では、町としていつ上げら

れるかというのは、今のとこではまだ、大

阪府と細部にわたって、まだそこまででき

ておりませんので、回答はちょっとできま
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せん。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今は解決に向けて、山は低くされていっ

てるいうことなので、土砂崩落いうことは、

今はおさまっている状態でしょうけれども、

こういう問題ですので、早期に制定できる

ように、それも充実したものに、中身にし

ていただきたいと、そのように思います。

中身については、また見てからいろいろと

意見も出てくることもあるかもしれません

が、ぜひともきちっとした規制されたもの

になるようにお願いしたいと思います。 

  それでは、あと少しですけれども、中学

校の給食のことでお伺いします。 

  ４月から発足しましたデリバリー方式給

食ですけれども、この１カ月、２カ月たっ

たわけですけれども、ＰＴＡの反応、また

子どもたちの反応についてどうなのかとい

うことは先ほどもありましたけれども、他

市でも先ほど今中次長がおっしゃったよう

な、量が足りない、冷たい、汁物などに問

題がある、また改善してほしいと、そうい

うような問題がやっぱり起こってきてるん

ですけれども、そういうことが多く出た場

合には、改善策としてきっちりと業者に求

めていくということをされるのか。 

  それと、これは３年の契約だったですか

しらね。５年ですね。５年の契約で、そこ

で問題があれば見直すということもお考え

なのか、それをお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず、子どもたちへのアンケートを実施

したということで申し上げたんですけれど

も、質問の項目は味、量ともども３３項目、

それプラスおいしかったメニュー、それか

らリクエストするメニューという自由記載

欄を設けてアンケートをとっておりまして、

さまざまな意見をいただいてます。 

  それから、他市では量が足らない、冷た

い、汁物などの厳しい意見もございます。

本町でもおかずが冷たいという御意見もい

ただいております。ただ、豊能町では御飯

のおかわり、これができることとしており

ます。それと、月・金でございますが汁物

もつけてきておりまして、このアンケート

の評価を受けとめて、今後改善に向けてつ

なげていきたいと思っておりまして、また

ＰＴＡについては今後意見をお伺いすると

いうことにしております。 

  それから委託期間ですが、５年間、プロ

ポーザルということで５年間前提で選定を

しておりまして、その後どうするかという

ところでは、再度プロポーザルをやり直す

形で行ってまいりたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  安全で安全な食品、食料、やはり日本の

大地からということを言われておりますけ

れども、やはりそういう安全な食品を使っ

て、子どもたちの食育の観点からぜひ育て

ていっていただくようにお願いしたいと思

います。 

  それと、これは給食代の消費税について

は、今回はどのようにされたんでしょうか。

それだけお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  町が負担する経費、それから保護者が負
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担する食材費、どちらも消費税は８％で見

込んで設定をしております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  介護が最後に残って、時間がないんです

けども、介護の要支援１・２が保険外しに

なりまして、非該当者というような格好に

なるわけですけれども、これは町がボラン

ティアなどを募って進めていくいうような

答弁もありましたけれども、それは一般財

源でやられるんですかどうか、その点につ

いてお伺いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  まず、非該当ということでございますが、

実は介護保険制度には大きく分けて三つの

段階があるということで、議員、先ほど指

摘された非該当は、介護保険から除外され

るということではございません。非該当は

地域支援のほうに回るということでござい

ます。地域支援には、先ほど議員申されま

した、厚生労働省のイメージどおりにいく

かどうかわかりませんけれども、上限の、

事業の費用の上限のある地域支援のほうに

回りますので、町単費が生じることもある、

そういうふうに考えております。 

  なので、介護保険の、あくまでも制度の

中でということでございますので。そのと

ころは押さえておいてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  あと１４秒です。 

  何人ぐらい、要支援１・２の方いらっし

ゃるのか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  平成２６年度末において、要支援１・２

については３８７人でございます。ちなみ

に、要支援１から５に関しては７７１名で

ございます。 

  以上です。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、日本共産党の一般質問を終わり

ます。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日はこれをもって散会をいたします。 

  次回は、６月１１日、午前９時３０分よ

り会議を開きます。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午後３時４８分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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